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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調整するためのシ
ステムであって、
　可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の相対的な重要性を記述する多
目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順位付けユーザインターフェー
ス（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、
　前記可能性のある毛髪着色処理の目標色状態、および、少なくとも、前記可能性のある
毛髪着色処理にさらされる前のユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データ
を記憶するように構成されている毛髪状態回路と、
　前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信される入力に応答する毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予測
エンジンであり、前記初期毛髪状態データおよび前記目標色状態から、前記ユーザの毛髪
の色状態を、前記初期色状態から前記目標色状態へと変換すると予測される、カスタマイ
ズされた毛髪着色組成物を計算するように構成されている、毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予
測エンジンと
を備え、
　前記ＨＴＯＰ　ＵＩは、前記多目的相対重要性データが、（Ａ）前記目標色状態に達す
ること、および、（Ｂ）少なくとも１つの補助目的を達成すること、または、補助目的の
ユーザ指定の重み付き組合せを達成することの相対的な重要性を記述するように構成され
ており、
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　前記補助目的を達成することと引き換えに、処理直後の色状態の正確度を優先する多目
的相対重要性データが、前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記ＨＣ
Ｃ予測エンジンは、前記補助目的を達成することと引き換えに、前記ユーザの毛髪を目標
色状態へとより正確に変換すると予測される毛髪着色組成物を計算し、
　予測される処理直後の色状態の正確度と引き換えに、前記補助目的を達成することを優
先する多目的相対重要性データが、前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して
、前記ＨＣＣ予測エンジンは、処理直後の色状態の正確度と引き換えに、前記補助目的を
達成する毛髪着色組成物を計算する、システム。
【請求項２】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調整するためのシ
ステムであって、
　可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の相対的な重要性を記述する多
目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順位付けユーザインターフェー
ス（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、
　前記可能性のある毛髪着色処理の目標色状態、および、少なくとも、前記可能性のある
毛髪着色処理にさらされる前のユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データ
を記憶するように構成されている毛髪状態回路と、
　複数の容器を有する分配装置デバイスであり、異なる材料がそれぞれ各容器内に配置さ
れ、前記分配装置デバイスは、それぞれ、デジタルコンピュータによって実施される計算
に応答して、かつ、計算に従って、各容器から異なる量の材料を分配するように構成され
ている、分配装置デバイスと
を備え、
　前記ＨＴＯＰ　ＵＩは、前記多目的相対重要性データが、（Ａ）前記目標色状態に達す
ること、および、（Ｂ）少なくとも１つの補助目的を達成すること、または、補助目的の
ユーザ指定の重み付き組合せを達成することの相対的な重要性を記述するように構成され
ており、
　前記補助目的を達成することと引き換えに、処理直後の色状態の正確度を優先する多目
的相対重要性データが、前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記分配
装置デバイスは、前記補助目的を達成することと引き換えに、前記ユーザの毛髪を前記目
標色状態へとより正確に変換する毛髪着色組成物の相対量において、前記容器から材料を
分配し、
　処理直後の色状態の正確度と引き換えに、前記補助目的を達成することを優先する多目
的相対重要性データが、前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記分配
装置デバイスは、処理直後の色状態の正確度と引き換えに、前記補助目的を達成する毛髪
着色組成物の相対量において、前記容器から材料を分配する、システム。
【請求項３】
　前記補助目的のうちの少なくとも１つは、処理後の色保持洗浄耐性である、請求項１ま
たは２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記補助目的のうちの少なくとも１つは、複数の異なる色の初期毛幹の間で均一な色状
態を達成することである、請求項１から３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記補助目的のうちの少なくとも１つは、処理後の損傷状態を最小限に抑えること、お
よび／または、前記処理後の損傷状態が閾値を超えないことを予測することである、請求
項１から４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記補助目的のうちの少なくとも１つは、処理複雑度を最小限に抑えることである、請
求項１から５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調整するためのシ
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ステムであって、
　可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の相対的な重要性を記述する多
目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順位付けユーザインターフェー
ス（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、
　前記可能性のある毛髪着色処理の目標色状態、および、少なくとも、前記可能性のある
毛髪着色処理にさらされる前のユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データ
を記憶するように構成されている毛髪状態回路と、
　前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信される入力に応答する毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予測
エンジンであり、前記初期毛髪状態データおよび前記目標色状態から、前記ユーザの毛髪
の色状態を、前記初期色状態から前記目標色状態へと変換すると予測される、カスタマイ
ズされた毛髪着色組成物を計算するように構成されている、毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予
測エンジンと
を備え、
　前記ＨＴＯＰ　ＵＩは、前記多目的相対重要性データが、（Ａ）前記目標色状態に達す
ること、および、（Ｂ）少なくとも１つの補助目的を達成すること、または、補助目的の
ユーザ指定の重み付き組合せを達成することの相対的な重要性を記述するように構成され
ており、
　第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的を優先する多目的相対重要性データが、前
記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予測
エンジンは、前記第２の補助目的と引き換えに前記第１の補助目的を達成すると予測され
る毛髪着色組成物を計算し、
　前記第１の補助目的と引き換えに前記第２の補助目的を優先する多目的相対重要性デー
タが、前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記毛髪着色組成物（ＨＣ
Ｃ）予測エンジンは、前記第１の補助目的と引き換えに前記第２の補助目的を達成すると
予測される毛髪着色組成物を計算する、システム。
【請求項８】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調整するためのシ
ステムであって、
　可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の相対的な重要性を記述する多
目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順位付けユーザインターフェー
ス（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、
　前記可能性のある毛髪着色処理の目標色状態、および、少なくとも、前記可能性のある
毛髪着色処理にさらされる前のユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データ
を記憶するように構成されている毛髪状態回路と、
　複数の容器を有する分配装置デバイスであり、異なる材料がそれぞれ各容器内に分配さ
れ、前記分配装置デバイスは、それぞれ、デジタルコンピュータによって実施される計算
に応答して、かつ、計算に従って、各容器から異なる量の材料を分配するように構成され
ている、分配装置デバイスと
を備え、
　前記ＨＴＯＰ　ＵＩは、前記多目的相対重要性データが、（Ａ）前記目標色状態に達す
ること、および、（Ｂ）少なくとも１つの補助目的を達成すること、または、補助目的の
ユーザ指定の重み付き組合せを達成することの相対的な重要性を記述するように構成され
ており、
　第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的を優先する多目的相対重要性データが、前
記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記分配装置デバイスは、前記第２
の補助目的と引き換えに前記第１の補助目的を達成すると予測される毛髪着色組成物の相
対量において、前記容器から材料を分配し、
　前記第１の補助目的と引き換えに前記第２の補助目的を優先する多目的相対重要性デー
タが、前記ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、前記分配装置デバイスは、
前記第１の補助目的と引き換えに前記第２の補助目的を達成すると予測される毛髪着色組
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成物の相対量において、前記容器から材料を分配する、システム。
【請求項９】
　前記第１の補助目的は耐久性であり、前記第２の補助目的は優しさである、請求項７ま
たは８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記第１の補助目的は均一性または適用範囲であり、前記第２の補助目的は優しさであ
る、請求項７または８に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記第１の補助目的は耐久性であり、前記第２の補助目的は均一性または適用範囲であ
る、請求項７または８に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記目標色状態および／または前記初期毛髪状態データは、スペクトルデータおよび比
色分析データのうちの少なくとも１つを含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の
システム。
【請求項１３】
　前記スペクトルデータは、反射スペクトル、透過スペクトルおよび吸収スペクトルのう
ちの少なくとも１つを含む、請求項１２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる、２０１５年１１月４日付で
提出された米国仮特許出願第６２／２５１，０９９の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
毛髪着色
　毛髪着色は、数千年にわたって実践されており、現代社会において重要な役割を担って
いる。毛髪着色の技術分野における中心的な課題は、例えば、適切な毛髪着色組成物およ
び／または処理パラメータ（例えば、処理時間、温度など）など、正確な処理を提供する
ことである。
【０００３】
　国際出願ＰＣＴ／ＩＢ２０１２／０５１３５１号は、複数の容器を備える分配装置を開
示しており、各容器が、毛髪着色組成物のそれぞれの異なる成分を収容する。毛髪の初期
スペクトルが測定および分析される。分析の結果に従って、カスタマイズされた毛髪着色
組成物（すなわち、ユーザの毛髪および達成されるべき所望の結果に特有のもの）のため
の成分の組合せが、分配装置によって容器から分配される。
【０００４】
　毛髪着色組成物の成分の組合せは、測定された毛髪スペクトルの分析に従って選択され
る。それゆえ、ユーザの毛髪およびユーザの毛髪着色目標に最良に適するカスタマイズさ
れた毛髪着色を提供するために、毛髪サンプルの初期スペクトルを正確に測定することが
、非常に望ましい。
【０００５】
仮説的毛髪着色組成物（ＨＣＣ）による仮説的毛髪色処理の結果の予測（図１）
　当該技術分野において、着色直後の状態を予測すること、すなわち、毛髪色処理の直後
の毛髪の色を予測することが知られている。毛髪の処理直後の状態は、（ｉ）「初期毛髪
」の色特性を記述するデータ（すなわち、比色分析またはスペクトルデータ）および（ｉ
ｉ）毛髪着色組成物ＨＣＣを記述するデータ（例えば、毛髪着色組成物中の１つまたは複
数の人工着色剤の濃度）から計算することができる。
【０００６】
　この目標に向かって、毛髪の毛髪着色前の色状態が（例えば、比色分析またはスペクト
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ルデータを取得することによって）特徴付けまたは測定される。色状態データ（例えば、
比色分析またはスペクトルデータ）は、例えば、色空間内で（例えば、ＬＡＢ色座標内で
）、または、スペクトル（ｕｍ）（例えば、反射または透過または吸収スペクトル）とし
て、または、比色分析の技術分野において知られている任意の他の方法において表現する
ことができる。本開示の様々な実施例は、任意の色状態を一般的に／概略的に記述するよ
うに意図されている「色座標」に関し、比色分析またはスペクトルデータ、または、任意
の他の知られている色状態の記述に関し得る。
【０００７】
　例えば、２０１２年３月２１日付で提出された国際出願ＰＣＴ／ＩＢ２０１２／０５１
３５１号は、ケラチン、ユーメラニン、フェオメラニンおよび／または人工色素の濃度を
呈する「初期毛髪」（すなわち、毛髪着色の前）の初期スペクトルを測定することを開示
している。この例においては、ＨＣＣの染料の濃度が分かっている場合、（ｉ）染色（例
えば、酸化的毛髪染色）プロセス後の毛髪中の天然および人工着色剤の予測される濃度を
計算し、（ｉｉ）予測される着色剤濃度から、処理後の色状態を表す、予測毛髪着色処理
後スペクトル（例えば、反射または吸収スペクトル）を計算することが可能である。図１
は、第１の色座標および第２の色座標を概略的に示し、それらの座標は、処理前および処
理後スペクトルの特徴であり得る。
【０００８】
　図１は、初期毛髪の処理後の色状態、すなわち、初期毛髪を毛髪着色処理にさらした直
後の毛髪の予測される色状態の予測の計算を概略的に示す。
【０００９】
毛髪着色処理の計算（図２Ａ～図２Ｂおよび図３）
　毛髪着色の技術分野において、ユーザの毛髪の初期色状態を測定し、ユーザの毛髪の所
望の毛髪色を記述する目標色状態を請求することが知られている。例えば、黒髪の人が、
特定の赤色の色調を所望し、白髪の人が、特定のブロンドの色調を所望する、などである
。この情報に基づいて、ユーザの毛髪を目標色状態に変換すると予測される毛髪着色組成
物（ＨＣＣ）を計算することが可能である。この計算は、図２Ａに示されている。
【００１０】
　この計算を達成するための１つの実施態様が、図２Ｂに示されている。特に、いくつか
の候補ＨＣＣを記述するデータを生成することができ、候補ＨＣＣの各々について、それ
ぞれの予測される目標状態が計算される。図２Ｂの例において、予測される計算状態が、
４つの候補ＨＣＣ、すなわち、ＨＣＣ　ｃａｎｄ１、ＨＣＣ　ｃａｎｄ２、ＨＣＣ　ｃａ
ｎｄ３、およびＨＣＣ　ｃａｎｄ４について計算される。
【００１１】
　毛髪着色処理を「計算」するために、各ＨＣＣについて、目標色状態と予測される処理
後の色状態との間のそれぞれの逸脱が計算される。図３に示すように、逸脱が計算される
と、「最良」の（または最高のスコアを有する）候補が、その対応する処理後の色状態が
目標色状態からの最小の逸脱（すなわち、処理後の色状態）を有すると予測されるものと
して選択される。
【００１２】
　この欲張り手法を利用する「ＨＣＣ計算」エンジンを、多容器分配装置に動作可能に結
合することが可能である。異なる毛髪着色剤が各容器内に貯蔵され、計算されるＨＣＣは
、各剤の相対量を指定する。着色剤は、各容器から、計算されるＨＣＣによって決定され
る量において、ＨＣＣの計算に応答して分配することができる。
【００１３】
白髪
　本発明の実施形態は、「天然の白髪」に適したカスタマイズされた毛髪着色組成物を提
供するために、天然の白髪を分析するための方法および装置に関する。
【００１４】
　相当の割合の人々について、年を取ると、人々の毛髪は白髪になり、人々の毛髪は「天
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然灰色」になる。「天然の白髪」は、人工着色剤の存在が個々の毛幹に灰色を与える「人
工的な灰色」の毛髪から区別され得る。
【００１５】
　天然の白髪は、２つのタイプの毛幹、すなわち、（ｉ）天然色素含有毛幹（例えば、黒
色毛幹または赤色毛幹またはブロンド毛幹または茶色毛幹または他の天然色素含有毛幹な
どのメラニン含有毛幹）、および、（ｉｉ）例えば年齢に起因して実質的にメラニンを含
まない天然白色毛幹の混合体である。単一の毛髪混体合内に両方の色タイプの毛幹が存在
することによって、混合体は全体として、普段の裸眼の観察者には「白髪」として見える
ようになる。
【００１６】
　本開示について、「毛幹」という用語は個々の毛髪を指し、個々の毛髪の「毛幹部分」
（すなわち、毛根部分から離れている）には限定されない。
【００１７】
　天然の白髪は、本明細書において「毛髪の異色混合体」としても参照される、毛幹の毛
幹異色「混合体」の一例であるが、唯一の例ではない。
【００１８】
　時として、天然の白髪は、全体的な外観を変える場合がある「毛髪着色処理」を受け、
そのため、もはや「天然の白髪」とは考えられない。本開示について、「毛髪着色処理」
は、毛幹の色を変更する何らかの処理である。毛髪着色処理の例は、毛髪染色処理（例え
ば、人工着色剤に基づく）および脱色である。毛髪染色処理は、一時的な、半永続的な、
準永続的なまたは永続的な毛髪染色（例えば、酸化的毛髪染色）処理を含む。
【００１９】
　本開示について、「元は天然灰色だった毛髪（ｆｏｒｍｅｒｌｙ　ｎａｔｕｒａｌ　ｇ
ｒａｙ　ｈａｉｒ）」は、（ｉ）過去においては「天然灰色」だったが、毛髪着色処理に
よって変換されており、（ｉｉ）その毛髪色の元のステータスが天然の白髪であったこと
を示す特性を有するものとして現在（例えば、ヘアスタイリストまたは他の当業者による
検査を受けて）認識可能である毛髪の混合体である。一例において、黒色毛幹と天然白色
毛幹との混合体（すなわち、１つのタイプの天然の白髪）は、例えば、酸化的毛髪染色プ
ロセスによって、人工的に赤色に染色される。
【００２０】
　この例において、赤色毛髪染色処理の結果として、各天然白色毛幹は、相対的に明るい
色調の赤色になり、一方で、各天然黒色毛幹は、より暗い色調の赤色になる。これは、個
々の毛幹の綿密な検査を受けて観測可能である。対照的に、混合体（すなわち、全体とし
ての）の全体的な外観は、個々の毛幹の外観とは異なる（すなわち、分離して見える）。
【００２１】
　この例において、赤色染料による処理の前、毛髪は天然灰色であり、天然黒色毛幹と天
然白色毛幹との混合体である。毛髪染色プロセスの後、毛髪は「元は天然灰色だった」も
のであり、第１の色タイプの毛幹と第２の色タイプの毛幹との混合体である。第１の色タ
イプの毛幹は、染色プロセス前は天然黒色である毛幹であり、染色プロセス後、これらの
毛幹は暗い赤色である。第２の色タイプの毛幹は、染色プロセス前は天然白色である毛幹
であり、染色プロセス後、これらの毛幹は明るい赤色である。
【００２２】
　以下の交付済み特許および特許公報が、関連する可能性のある背景資料を提供し、それ
らの文献の全体がすべて参照により組み込まれる：米国特許出願公開第２００８００６８
６０４号明細書、米国特許出願公開第２００６０１９５３００号明細書、米国特許出願公
開第２００４０００００１５号明細書、米国特許第７０７９２９号明細書、国際公開第２
０１２／１２７４２９号パンフレット、および国際公開第２０１０／００４５６５号パン
フレット。
【発明の概要】
【００２３】
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　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調製するためのシ
ステムであって、可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の相対的な重要
性を記述する多目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順位付けユーザ
インターフェース（ＨＴＯＰ　ＵＩ：ｈａｉｒ－ｔｒｅａｔｍｅｎｔ　ｏｂｊｅｃｔｉｖ
ｅ－ｐｒｉｏｒｉｔｉｚａｔｉｏｎ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）と、可能性のある
毛髪着色処理の目標色状態、および、少なくとも、可能性のある毛髪着色処理にさらされ
る前の、ユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するように構成
されている毛髪状態回路と、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信される入力に応答する毛髪着色
組成物（ＨＣＣ）予測エンジンであって、毛髪着色組成物予測エンジンは、初期毛髪状態
データおよび目標色状態から、ユーザの毛髪の色状態を、初期色状態から目標色状態へと
変換すると予測される、カスタマイズされた毛髪着色組成物を計算するように構成されて
いる、毛髪着色組成物予測エンジンとを備え、ＨＴＯＰ　ＵＩは、多目的相対重要性デー
タが、（Ａ）目標色状態に達すること、および、（Ｂ）少なくとも１つの補助目的を達成
すること、または、補助目的のユーザ指定の重み付き組合せを達成することの相対的な重
要性を記述するように構成されており、補助目的を達成することと引き換えに、処理直後
の色状態の正確度を優先する多目的相対重要性データが、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信さ
れるのに応答して、ＨＣＣ予測エンジンは、補助目的を達成することと引き換えに、ユー
ザの毛髪を目標色状態へとより正確に変換すると予測される毛髪着色組成物を計算し、予
測される処理直後の色状態の正確度と引き換えに、補助目的を達成することを優先する多
目的相対重要性データが、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、ＨＣＣ予測
エンジンは、処理直後の色状態の正確度と引き換えに、補助目的を達成する毛髪着色組成
物を計算する、システム。
【００２４】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調製するためのシ
ステムであって、システムは、可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の
相対的な重要性を記述する多目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順
位付けユーザインターフェース（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、可能性のある毛髪着色処理の目標
色状態、および、少なくとも、可能性のある毛髪着色処理にさらされる前の、ユーザの毛
髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するように構成されている毛髪状態
回路と、それぞれ各容器内で異なる材料が分配される複数の容器を有する分配装置デバイ
スであって、分配装置デバイスは、それぞれ、各容器から、デジタルコンピュータによっ
て実施される計算に応答して、かつ、その計算に従って、異なる量の材料を分配するよう
に構成されている、分配装置デバイスとを備え、
　補助目的を達成することと引き換えに、処理直後の色状態の正確度を優先する多目的相
対重要性データが、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、分配装置デバイス
は、補助目的を達成することと引き換えに、ユーザの毛髪を目標色状態へとより正確に変
換する毛髪着色組成物の相対量において、容器から材料を分配し、処理直後の色状態の正
確度と引き換えに、補助目的を達成することを優先する多目的相対重要性データが、ＨＴ
ＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、分配装置デバイスは、処理直後の色状態の
正確度と引き換えに、補助目的を達成する毛髪着色組成物の相対量において、容器から材
料を分配する、システム。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、処理後の色保持洗
浄耐性である。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、複数の異なる色の
初期毛幹の間で均一な色状態を達成することである。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、処理後の損傷状態
を最小限に抑えること、および／または、処理後の損傷状態が閾値を超えないことを予測
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することである。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、処理複雑度を最小
限に抑えることである。
【００２９】
　ユーザの毛髪および目標毛髪色状態に対してカスタマイズされている毛髪着色組成物を
計算する方法であって、毛髪着色組成物は、複数の人工着色剤を含み、方法は、ユーザの
毛髪の初期色状態、および、任意選択的に、ユーザの毛髪の補助的毛髪状態データを記述
する初期毛髪状態データを受信することと、少なくとも、以下の２つの少なくとも部分的
に相反する目標、すなわち、初期色状態から目標色状態へと毛髪を変換すること、および
、最適な洗浄耐性を有する毛髪着色組成物を提供することについて、複数の目標に対して
最適化されている相対量において、複数の成分複数の候補成分から選択される成分の、最
適化された毛髪分配を実施することとを含む、方法。
【００３０】
　ユーザの毛髪および目標毛髪色状態に対してカスタマイズされている毛髪着色組成物を
計算する方法であって、毛髪着色組成物は、複数の人工着色剤を含み、方法は、ユーザの
毛髪の初期色状態、および、任意選択的に、ユーザの毛髪の補助的毛髪状態データを記述
する初期毛髪状態データを受信することと、複数の候補の各候補毛髪着色組成物について
、それぞれ、初期毛髪状態データから、候補毛髪着色組成物によるユーザの毛髪の着色後
の、ユーザの毛髪の予測される処理直後の色状態、および、候補毛髪着色組成物による着
色後のユーザの毛髪の処理後洗浄後のユーザの毛髪の予測される色保持を計算することと
、目標色状態と候補特有の処理直後の色状態との間の候補特有の予測される色の逸脱が低
減（増大）するにつれて、候補のスコアが増大（低減）するように、かつ、予測される色
保持が向上するにつれて、毛髪着色組成物のスコアが増大（低減）するように、競合する
スコア付け基準に従って、各候補毛髪着色組成物をスコア付けすることとを含み、予測さ
れる色保持は、各人工着色剤に対して１つの、複数の着色剤濃度減衰曲線に従って計算さ
れる、方法。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、濃度減衰曲線は、ユーザの毛髪の予測される処理後の損
傷状態に依存するように、損傷依存である。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、補助的毛髪状態データは、毛髪の処理前の損傷状態を含
む。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、補助的毛髪状態データは、毛髪の太さを含む。
【００３４】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調製するためのシ
ステムであって、システムは、可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の
相対的な重要性を記述する多目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順
位付けユーザインターフェース（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、可能性のある毛髪着色処理の目標
色状態、および、少なくとも、可能性のある毛髪着色処理にさらされる前の、ユーザの毛
髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するように構成されている毛髪状態
回路と、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信される入力に応答する毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予
測エンジンであって、毛髪着色組成物予測エンジンは、初期毛髪状態データおよび目標色
状態から、ユーザの毛髪の色状態を、初期色状態から目標色状態へと変換すると予測され
る、カスタマイズされた毛髪着色組成物を計算するように構成されている、毛髪着色組成
物予測エンジンとを備え、ＨＴＯＰ　ＵＩは、多目的相対重要性データが、（Ａ）目標色
状態に達すること、および、（Ｂ）少なくとも１つの補助目的を達成すること、または、
補助目的のユーザ指定の重み付き組合せを達成することの相対的な重要性を記述するよう
に構成されており、第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的を優先する多目的相対重
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要性データが、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、毛髪着色組成物（ＨＣ
Ｃ）予測エンジンは、第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的を達成すると予測され
る毛髪着色組成物を計算し、第１の補助目的と引き換えに第２の補助目的を優先する多目
的相対重要性データが、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答して、毛髪着色組成
物（ＨＣＣ）予測エンジンは、第１の補助目的と引き換えに第２の補助目的を達成すると
予測される毛髪着色組成物を計算する、システム。
【００３５】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調製するためのシ
ステムであって、システムは、可能性のある毛髪着色処理の複数の異なる毛髪処理目的の
相対的な重要性を記述する多目的相対重要性データを受信するための毛髪処理目的優先順
位付けユーザインターフェース（ＨＴＯＰ　ＵＩ）と、可能性のある毛髪着色処理の目標
色状態、および、少なくとも、可能性のある毛髪着色処理にさらされる前の、ユーザの毛
髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するように構成されている毛髪状態
回路と、それぞれ各容器内で異なる材料が分配される複数の容器を有する分配装置デバイ
スであって、分配装置デバイスは、それぞれ、各容器から、デジタルコンピュータによっ
て実施される計算に応答して、かつ、その計算に従って、異なる量の材料を分配するよう
に構成されている、分配装置デバイスとを備え、第２の補助目的と引き換えに第１の補助
目的を優先する多目的相対重要性データが、ＨＴＯＰ　ＵＩを介して受信されるのに応答
して、分配装置デバイスは、第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的を達成すると予
測される毛髪着色組成物の相対量において、容器から材料を分配し、第１の補助目的と引
き換えに第２の補助目的を達成することを優先する多目的相対重要性データが、ＨＴＯＰ
　ＵＩを介して受信されるのに応答して、分配装置デバイスは、第１の補助目的と引き換
えに第２の補助目的を達成すると予測される毛髪着色組成物の相対量において、容器から
材料を分配する、システム。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は耐久性であり、第２の補助目的はジェ
ントルネスである。
【００３７】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は均一性／適用範囲であり、第２の補助
目的はジェントルネスである。
【００３８】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は耐久性であり、第２の補助目的は均一
性／適用範囲である。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は、本明細書において記載されている任
意の第１の目的であり、第２の補助目的は、本明細書において記載されている任意の第２
の目的である。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、目標色状態および／または初期毛髪状態データは、スペ
クトルデータおよび比色分析データのうちの少なくとも１つを含む。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、スペクトルデータは、反射スペクトル、透過スペクトル
および吸収スペクトルのうちの少なくとも１つを含む。
【００４２】
　いくつかの実施形態は、材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組
成物を調製するためのシステムに関し、システムは、ａ．（ｉ）目標色状態、および（ｉ
ｉ）少なくとも、ユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するた
めのコンピュータ記憶装置と、ｂ．初期毛髪状態データおよび目標色状態から、ユーザの
毛髪の色状態を、初期色状態から（例えば、概ねまたは正確に）目標色状態に向けて変換
すると予測される、カスタマイズされた毛髪着色組成物を計算するように構成されている



(10) JP 6636632 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

計算エンジンと、ｃ．（ｉ）目標色状態に達すること、および、（ｉｉ）少なくとも１つ
の補助目的を達成すること、または、補助目的のユーザ指定の重み付き組合せを達成する
ことの相対的な重要性を記述する多目的相対重要性データを受信するためのユーザインタ
ーフェースとを備え、ｉ．補助目的を達成することと引き換えに、処理直後の色状態の正
確度を優先する多目的相対重要性データが受信されるのに応答して、計算エンジンは、補
助目的を達成することと引き換えに、ユーザの毛髪を目標色状態へとより正確に変換する
毛髪着色組成物を計算し、ｉｉ．処理直後の色状態の正確度と引き換えに、補助目的を達
成することを優先する多目的相対重要性データが受信されるのに応答して、計算エンジン
は、処理直後の色状態の正確度と引き換えに、補助目的をより良好に達成する毛髪着色組
成物を計算する。
【００４３】
　いくつかの実施形態は、材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組
成物を調製するためのシステムに関し、システムは、ａ．（ｉ）目標色状態、および（ｉ
ｉ）少なくとも、ユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するた
めのコンピュータ記憶装置と、ｂ．（ｉ）目標色状態に達すること、および、（ｉｉ）少
なくとも１つの補助目的を達成すること、または、補助目的のユーザ指定の重み付き組合
せを達成することの相対的な重要性を記述する多目的相対重要性データを受信するための
ユーザインターフェースと、ｃ．それぞれ各容器内で異なる材料が分配される複数の容器
を有する分配装置デバイスであって、分配装置デバイスは、それぞれ、各容器から、デジ
タルコンピュータによって実施される計算に応答して、かつ、その計算に従って、異なる
量の材料を分配するように構成されている、分配装置デバイスとを備え、ｉ．補助目的を
達成することと引き換えに、処理直後の色状態の正確度を優先する多目的相対重要性デー
タが受信されるのに応答して、分配装置デバイスは、補助目的を達成することと引き換え
に、ユーザの毛髪を目標色状態に向けてより正確に変換する毛髪着色組成物の相対量にお
いて、容器から材料を分配し、ｉｉ．処理直後の色状態の正確度と引き換えに、補助目的
を達成することを優先する多目的相対重要性データが受信されるのに応答して、分配装置
デバイスは、処理直後の色状態の正確度と引き換えに、補助目的をより良好に達成する毛
髪着色組成物の相対量において、容器から材料を分配する。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、処理後の色保持洗
浄耐性、例えば、「耐久性」である。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、複数の異なる色の
初期毛幹の間で均一な色状態を達成すること、例えば、適用範囲である。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、処理後の損傷状態
を最小限に抑えること、および／または、処理後の損傷状態が閾値を超えないことを予測
することである。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、補助目的のうちの少なくとも１つは、処理複雑度（例え
ば、処理ステップの数）を最小限に抑えることである。
【００４８】
　いくつかの実施形態は、ユーザの毛髪および目標毛髪色状態に対してカスタマイズされ
ている毛髪着色組成物を計算する方法に関し、毛髪着色組成物は、複数の人工着色剤を含
み、方法は、ａ．ユーザの毛髪の初期色状態、および、任意選択的に、ユーザの毛髪の補
助的毛髪状態データを記述する初期毛髪状態データを受信することと、ｂ．以下の２つの
少なくとも部分的に相反する目標、すなわち、（ｉ）初期色状態から目標色状態へと毛髪
を変換すること、および、（ｉｉ）最適な洗浄耐性を有する毛髪着色組成物を提供するこ
とについて、複数の目標に対して最適化されている相対量において、複数の成分複数の候
補成分から選択される成分の、最適化された毛髪分配を実施することとを含む。
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【００４９】
　いくつかの実施形態は、ユーザの毛髪および目標毛髪色状態に対してカスタマイズされ
ている毛髪着色組成物を計算する方法に関し、毛髪着色組成物は、複数の人工着色剤を含
み、方法は、ａ．ユーザの毛髪の初期色状態、および、任意選択的に、ユーザの毛髪の補
助的毛髪状態データを記述する初期毛髪状態データを受信することと、ｂ．複数の候補の
各候補毛髪着色組成物について、それぞれ、初期毛髪状態データから、ｉ．候補毛髪着色
組成物によるユーザの毛髪の着色後の、ユーザの毛髪の予測される処理後の色状態、およ
び、ｉｉ．候補毛髪着色組成物による着色後のユーザの毛髪の処理後洗浄後のユーザの毛
髪の予測される色保持を計算することと、ｃ．（ｉ）目標色状態と候補特有の処理直後の
色状態との間の候補特有の予測される色の逸脱が低減（増大）するにつれて、候補のスコ
アが増大（低減）するように、かつ、（ｉｉ）予測される色保持が向上するにつれて、毛
髪着色組成物のスコアが増大（低減）するように、競合するスコア付け基準に従って、各
候補毛髪着色組成物をスコア付けすることとを含み、予測される色保持は、各人工着色剤
に対して１つの、複数の着色剤濃度減衰曲線に従って計算される。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、濃度減衰曲線は、ユーザの毛髪の予測される処理後の損
傷状態に依存するように、損傷依存である。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、補助的毛髪状態データは、毛髪の処理前の損傷状態を含
む。
【００５２】
　いくつかの実施形態において、補助的毛髪状態データは、毛髪の太さを含む。
【００５３】
　いくつかの実施形態は、材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組
成物を調製するためのシステムに関し、システムは、ａ．（ｉ）目標色状態、および（ｉ
ｉ）少なくとも、ユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するた
めのコンピュータ記憶装置と、ｂ．初期毛髪状態データおよび目標色状態から、ユーザの
毛髪の色状態を、初期色状態から（例えば、概ねまたは正確に）目標色状態に向けて変換
すると予測される、カスタマイズされた毛髪着色組成物を計算するように構成されている
計算エンジンと、ｃ．第１の補助目的および第２の補助目的、ならびに、任意選択的に、
目標色状態に達することの相対的な重要性を記述する多目的相対重要性データを受信する
ためのユーザインターフェースとを備え、ｉ．第２の補助目的と引き換えに第１の補助目
的を優先する多目的相対重要性データが受信されるのに応答して、計算エンジンは、第２
の補助目的と引き換えに第１の補助目的をより良好に達成すると予測される毛髪着色組成
物を計算し、ｉｉ．第１の補助目的と引き換えに第２の補助目的を優先する多目的相対重
要性データが受信されるのに応答して、計算エンジンは、第１の補助目的と引き換えに第
２の補助目的をより良好に達成すると予測される毛髪着色組成物を計算する。
【００５４】
　いくつかの実施形態は、材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組
成物を調製するためのシステムに関し、システムは、ａ．（ｉ）目標色状態、および（ｉ
ｉ）少なくとも、ユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態データを記憶するた
めのコンピュータ記憶装置と、ｂ．第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的を優先す
る多目的相対重要性データが受信されるのに応答して、計算エンジンは、第２の補助目的
と引き換えに第１の補助目的をより良好に達成すると予測される毛髪着色組成物を計算し
、ｃ．それぞれ各容器内で異なる材料が分配される複数の容器を有する分配装置デバイス
であって、分配装置デバイスは、それぞれ、各容器から、デジタルコンピュータによって
実施される計算に応答して、かつ、その計算に従って、異なる量の材料を分配するように
構成されている、分配装置デバイスとを備え、ｉ．第２の補助目的と引き換えに第１の補
助目的を優先する多目的相対重要性データが受信されるのに応答して、分配装置デバイス
は、第２の補助目的と引き換えに第１の補助目的をより良好に達成すると予測される毛髪
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着色組成物の相対量において、容器から材料を分配し、ｉｉ．第１の補助目的と引き換え
に第２の補助目的を達成することを優先する多目的相対重要性データが受信されるのに応
答して、分配装置デバイスは、第１の補助目的と引き換えに第２の補助目的をより良好に
達成すると予測される毛髪着色組成物の相対量において、容器から材料を分配する。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は耐久性であり、第２の補助目的はジェ
ントルネスである。
【００５６】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は均一性／適用範囲であり、第２の補助
目的はジェントルネスである。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は耐久性であり、第２の補助目的は均一
性／適用範囲である。
【００５８】
　いくつかの実施形態において、第１の補助目的は、本明細書において記載されている任
意の第１の目的であり、第２の補助目的は、本明細書において記載されている任意の第２
の目的である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】毛髪着色のための従来技術の技法を記載している図である。
【図２Ａ】毛髪着色のための従来技術の技法を記載している図である。
【図２Ｂ】毛髪着色のための従来技術の技法を記載している図である。
【図３】毛髪着色のための従来技術の技法を記載している図である。
【図４】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図５Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図５Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図５Ｃ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図６Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図６Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図６Ｃ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図７Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図７Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図８Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図８Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図８Ｃ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図９Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図９Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図９Ｃ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図９Ｄ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図９Ｅ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図９Ｆ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１０Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１０Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１０Ｃ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１１】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１２Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１２Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１３Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１３Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１４Ａ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
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【図１４Ｂ】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【図１５】本開示の毛髪着色方法およびシステムに関する図である。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　添付の特許請求の範囲は、図面を参照しながら例示的な実施形態のこの詳細な説明を参
照することによって、より良好に理解される。本明細書、実施形態および図面は、特許請
求項の範囲を限定するものとして考えられるべきではない。本明細書において開示されて
いる方法および装置のすべての特徴が、すべての実施態様において必要であるとは限らな
いことが理解されるべきである。また、本開示全体を通じて、プロセスまたは方法が図示
または記載されている場合、方法のステップは、１つのステップが最初に実施される別の
ステップに依存することが文脈から明らかでない限り、任意の順序においてまたは同時に
実施されてもよいことも理解されるべきである。本出願全体を通じて使用されるものとし
て、「～してもよい（ｍａｙ）」という単語は、強制の意味（すなわち、「～しなければ
ならない（ｍｕｓｔ）」を意味する）ではなく、許可の意味（すなわち、「～する可能性
を有する（ｈａｖｉｎｇ　ｔｈｅ　ｐｏｔｅｎｔｉａｌ　ｔｏ）」を意味する）において
使用される。
【００６１】
　明瞭にするために、別個の実施形態の文脈において記載されている本発明の特定の特徴
はまた、単一の実施形態において組み合わせて提供されてもよいことが諒解される。逆に
、簡潔にするために、単一の実施形態の文脈において記載されている本発明の様々な特徴
はまた、別個にもしくは任意の適切な部分組合せにおいて提供されてもよい。
【００６２】
　本発明の実施形態は、毛髪処理目的優先順位付けユーザインターフェース（ＨＴＯＰ　
ＵＩ）３１０８を含み、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を介して受信されるユーザ入力に従って
動作する毛髪着色システムに関する。下記により詳細に論じるように、ＨＴＯＰ　ＵＩ３
１０８は、ユーザが、補助目的を含む様々な毛髪着色目的の相対的な重要性を明示的に指
定し、それによって、特定の毛髪着色目的を、他の毛髪着色目的よりも優先することを可
能にする。下記に論じる図４Ａ～図４Ｂは、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を含む例示的な毛髪
着色システムのブロック図である。
【００６３】
　主要な目的は、毛髪の処理直後の色状態を目標（例えば、ユーザ指定の）色状態へと変
換すると予測されるＨＣＣを得ることのままである。したがって、毛髪着色システムは、
初期毛髪の色状態を、（例えば、ユーザ指定の）目標色状態にある程度類似する処理後の
色状態へと変換すると予測される毛髪着色組成物（ＨＣＣ）を計算する。正確度（すなわ
ち、予測される処理後の色状態がどれだけ目標状態に近いか）は、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０
８を介して受信されるユーザ指定のデータに依存し得る。
【００６４】
　特に、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８は、ユーザが、「補助目的」として参照される、競合す
る毛髪着色目標を達成するためにどの程度の処理直後の色の正確度が犠牲にされることに
なるかを指定することを可能にする。補助目的の例は、以下を含む。
Ａ．「色耐久性」または処理後の色保持洗浄耐性、すなわち、処理後洗浄の、処理後の毛
髪の色状態に対する影響が最小限であるとき、この処理後洗浄は、処理後洗浄の、処理後
の毛髪の色状態に対する影響がより大きいときよりも「より大きい色耐久性」を与える（
図８Ａ～図８Ｃを参照した下記の論述を参照されたい）。
Ｂ．損傷／ジェントルネス、何らかの毛髪着色処理は、他の毛髪着色処理よりも大きい損
傷を毛髪に負わせる可能性がある、例えば、より高濃度の、過酸化水素のような酸化剤を
伴う毛髪着色処理はより大きい損傷を負わせる（図１３Ａ～図１３Ｂおよび図１４Ａ～図
１４Ｃを参照した下記の論述を参照されたい）。
Ｃ．適用範囲／均一性、これは、例えば、天然の白髪に関係し得る（図９Ａ～図９Ｅを参
照した下記の論述を参照されたい）。
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【００６５】
　コンピュータ制御の毛髪着色システムが（ｉ）初期毛髪の（すなわち、着色処理前の）
色状態の記述、（ｉｉ）目標色状態（すなわち、所望の着色処理後の状態）の記述、およ
び（ｉｉｉ）１つまたは複数の毛髪処理目的（すなわち、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を介し
て受信される）の相対的な重要性を指定する相対重要性データを受信すると、毛髪着色組
成物（ＨＣＣ）が計算される。計算されるＨＣＣは、「初期毛髪」の色状態を、目標色状
態に変換すると予測され（すなわち、必ずしも正確に目標色状態に至るとは限らない。正
確度は、達成可能であるものの関数であり得、また、処理直後の正確度の優先度にも依存
し得る）、補助目的を達成すると予測される（すなわち、必ずしも正確であるとは限らな
い。正確度は、達成可能であるものの関数であり得、また、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を介
して指定される各補助目的のユーザ指定の優先度にも依存し得る）。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、システムは、ＨＣＣの計算に応答して、予測されるＨＣ
Ｃを製造するための材料（例えば、酸化的毛髪着色のための毛髪染色タブレット）を（例
えば、自動的に）分配する。複数の異なる成分の相対量が、計算されるＨＣＣによって決
定される。
【００６７】
　カスタマイズされた（例えば、最適な）着色組成物を計算するとき、または、この組成
物のための成分を（すなわち、複数の異なる容器から）分配するときに、「ハードワイヤ
ード」のメリット／スコア関数のみに依拠する（すなわち、候補ＨＣＣをスコア付けする
ために）代わりに、本発明の実施形態は、ユーザが、競合する、かつ／または、「少なく
とも部分的に」相反する毛髪着色目標の相対的な重要性を指定することを可能にするユー
ザインターフェースを提供する。このユーザインターフェースによって、メリット／スコ
ア関数が、処理直後の色状態に関して欲張りであるようにハードワイヤードにされている
システム（例えば、図３参照）において可能であるよりも、大きな度合いのカスタマイズ
が可能である。このユーザインターフェースによってまた、ＨＣＣを計算するときに１つ
または複数の補助目標が考慮に入れられるが、それらの補助目標の相対的な重要性がユー
ザによって指定されないシステムにおいて可能であるよりも、大きな度合いのカスタマイ
ズが可能である。
【００６８】
　図１、図２Ａ～図２Ｂおよび図３において論じられている従来技術は、可能な最良の（
すなわち、目標状態（例えば、ユーザ指定の目標状態）に最も近い）処理後の「色状態」
を達成すると予測されるＨＣＣの計算に焦点を当てている。対照的に、本明細書において
開示されるＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を含むシステムは、（ｉ）１つまたは複数の「補助目
的」を達成するために、処理直後の色状態においてある程度の正確度を犠牲にするＨＣＣ
を計算する（または成分を分配する）ことを可能にし、（ｉｉ）処理直後の色状態におけ
る正確度の重要性に対する１つまたは複数の補助目的の相対的な重要性（または、別の補
助目的に対する１つの補助目的の相対的な重要性）のユーザカスタマイズを可能にする。
【００６９】
　ユーザが着色直後の正確度の相対的な重要性を指定することができるＨＴＯＰ　ＵＩ３
１０８の一例が、図５Ａ～図５Ｃに示されている。さらに、このＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８
に関する特定の使用事例が、図６Ａ～図６Ｃを参照して提示される。図６Ａ～図６Ｃの例
において、初期処理前毛髪色状態および目標処理後毛髪色状態は、常に同じである。
【００７０】
　図５Ａ～図５Ｂの例において、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８は、４つのＧＵＩスライダ５５
４Ａ～５５４Ｄを備える。各スライダは、ユーザによって、カスタマイズされた毛髪着色
組成物を計算するために、および／または、カスタマイズされた毛髪着色組成物を達成す
るための互いに対する相対量において、分配装置の容器から成分を分配するために使用さ
れる全体的なスコア／メリット関数を修正するために調整することができる。
【００７１】
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　第１のＧＵＩスライダ５５４Ａは、着色正確度と略される、予測される処理直後の正確
度に対応する。後述する他のスライダ５５４Ｂ～５５４Ｄは、補助目的に対応し、ここで
、スライダ５５４Ｂは「耐久性」（後述する特徴、すなわち、予測される「耐久性」）に
対応し、スライダ５５４Ｃは「ジェントルネス」または損傷のなさ（後述、すなわち、予
測されるジェントルネス）に対応し、スライダ５５４Ｄは処理後の色均一性（すなわち、
予測される処理後の色均一性）に対応する。
【００７２】
　図５Ａの構成（構成Ａ）において、処理直後の正確度の重要性は最大であり、すべての
補助目的の重要性はゼロである。この事例において、候補ＨＣＣは、図３に記載されてい
る「欲張り」システムに従って互いに対してスコア付け／ランク付けされ、一切の補助目
標は無視される。したがって、考慮されるのは処理直後の正確度のみである。この構成は
また、選択されるＨＣＣが、予測される処理後の色状態が目標に最も近いＨＣＣ　ｃａｎ
ｄ２である、図６Ａの状況にも対応する。
【００７３】
　図５Ａの構成（構成Ａ）において、処理直後の正確度の重要性は最大であり、すべての
補助目的の重要性はゼロである。この事例において、候補ＨＣＣは、図３に記載されてい
る「欲張り」システムに従って互いに対してスコア付け／ランク付けされる。したがって
、考慮されるのは処理直後の正確度のみである。この構成はまた、選択されるＨＣＣが、
予測される処理後の色状態が目標に最も近いＨＣＣ　ｃａｎｄ２である、図６Ａの状況に
も対応する。
【００７４】
　対照的に、図５Ｂの構成（構成Ｂ）および図５Ｃの構成（構成Ｃ）において、一定の度
合いの予測される処理直後の正確度が、補助目標のために犠牲にされる。図５Ｂの例にお
いて、ジェントルネスと均一性との組合せのために、一定の度合いの予測される処理直後
の正確度が犠牲にされる。したがって、対応する図６Ｂにおいて、たとえＨＣＣ　ｃａｎ
ｄ２の処理後の予測される色状態がより良好である（すなわち、目標色状態により近密に
類似する）としても、ＨＣＣ　ｃａｎｄ４が選択される。これは、より良好な予測される
ジェントルネスおよび／またはより良好な予測される均一性に起因して、他の考慮事項（
すなわち、図５ＢのＧＵＩ３１０８によって優先順位付けされる）によってＨＣＣ　ｃａ
ｎｄ４がより良好にスコア付けされるためである。したがって、ＨＣＣ　ｃａｎｄ４が、
ＨＣＣ　ｃａｎｄ２よりもやさしい処理および／またはより良好な均一性を提供すると予
測される。
【００７５】
　図５Ｃの例において、「耐久性」のために、一定の度合いの予測される処理直後の正確
度が犠牲にされる。したがって、対応する図６Ｃにおいて、たとえＨＣＣ　ｃａｎｄ２の
処理後の予測される色状態がより良好である（すなわち、目標色状態により近密に類似す
る）としても、ＨＣＣ　ｃａｎｄ３が選択される。これは、より良好な予測される耐久性
に起因して、他の考慮事項（すなわち、図５ＣのＧＵＩ３１０８によって優先順位付けさ
れる）によってＨＣＣ　ｃａｎｄ３がより良好にスコア付けされるためである。ＨＣＣ　
ｃａｎｄ２の処理直後の色状態は、目標により近密に類似すると予測されるが、ＨＣＣ　
ｃａｎｄ３が、より良好な耐久性を提供する、すなわち、洗浄後においても目標により近
い色を保持すると予測されるため、ＨＣＣ　ｃａｎｄ３が選択される。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、候補ＨＣＣのスコアを計算するとき（後述するステップ
Ｓ１１７を参照されたい）、着色処理直後の色正確度および１つまたは複数の補助目標を
考慮に入れる複合スコアを計算することが可能である。複合スコアＳｃｏｒｅＣＯＭＰＯ
ＳＩＴＥ　（）の１つの非限定例は、式１に示すような加重平均である。
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【００７７】
　式中、Ｓｃｏｒｅｉは、（ｉ＝１の場合）排他的に着色処理後の色正確度のみに基づく
スコアであり、または（ｉ＞１の場合）排他的に単一の補助目的のみに基づくスコアであ
る。ｎｕｍ＿ｏｆ＿ｓｃｏｒｅｓはスコア付けカテゴリの数であり、αｉは重み付け係数
である。
【００７８】
　図５Ａ～図５Ｃおよび図６Ａ～図６Ｃの例においては、以下のような４つのスコア付け
カテゴリがある（（ｎｕｍ＿ｏｆ＿ｓｃｏｒｅｓ＝４）。
【００７９】
（ｉ）ｉ＝１、Ｓｃｏｒｅ１は、排他的に、予測される着色処理後の色正確度のみに基づ
くスコアであり、図３のように、予測される色状態が目標に近くなるほど（例えば、色空
間における逸脱が小さくなるほど）、Ｓｃｏｒｅ１は大きくなる。
（ｉｉ）ｉ＝２、Ｓｃｏｒｅ２は、排他的に、予測される耐久性のみに基づくスコアであ
り、予測される毛髪色状態がその毛髪の色をより長く（すなわち、洗浄に対抗して）保持
すると予測されるほど、Ｓｃｏｒｅ２は大きくなる。Ｓｃｏｒｅ２を計算するためには、
「耐久性」を予測する必要がある場合がある。耐久性を予測するための例示的な技法は、
図８Ａ～図８Ｃを参照して下記に開示する。
（ｉｉｉ）ｉ＝３、Ｓｃｏｒｅ３は、排他的に、予測されるジェントルネスのみに基づく
スコアであり、着色処理が毛髪に負わせると予測される損傷が少なくなるほど、Ｓｃｏｒ
ｅ３は大きくなる。Ｓｃｏｒｅ３を計算するためには、「損傷」を予測する必要がある場
合がある。損傷を予測するための例示的な技法は、図１３Ａ～図１３Ｂおよび図１４Ａ～
図１４Ｂを参照して下記に開示する。
（ｉｖ）ｉ＝４、Ｓｃｏｒｅ４は、排他的に、予測される処理後の毛髪色均一性のみに基
づくスコアであり、色に関して毛髪色がより均一になると予測されるほど、Ｓｃｏｒｅ４

は大きくなる。Ｓｃｏｒｅ４を計算するためには、「均一性」を予測する必要がある場合
がある。損傷を予測するための例示的な技法は、図９Ａ～図９Ｆを参照して下記に開示す
る。
【００８０】
　式１において、αｉは重み付け係数である。図５Ａにおいては、α１＝３、α２＝０，
α３＝０、かつα４＝０である。図５Ｂにおいては、α１＝２、α２＝０、α３＝２、か
つα４＝２である。図５Ｃにおいては、α１＝２、α２＝３、α３＝０、かつα４＝０で
ある。
【００８１】
　「スライダ」は、ユーザインターフェースを介したデータ受信のほんの１つの特定の例
に過ぎないことに留意されたい。例えば、ラジオボタン、テキストボックスなどの、当該
技術分野において知られている、ユーザインターフェースにデータを受信する方法が使用
されてもよいことを、当業者は理解するであろう。
【００８２】
　図５Ａ～図５Ｄの別の特徴は、複数の所定の選択肢が直接の／各カテゴリについて提示
されていることであり、ユーザは、複数の所定の選択肢から１つの選択肢を選択する。
【００８３】
　また、いくつかの実施形態において、重み付けする方法、および、主要な「色正確度目
標」に対する「補助目標」に関する情報を提供する代わりに（またはそれに加えて）、い
くつかの実施形態において、ユーザインターフェース（すなわち、デジタルコンピュータ
および／またはエンジンおよび／またはそれに従って応答する分配装置）は、ユーザが、
第１の補助目標を第２の補助目標に対して重み付けするための情報を提供することを可能
にする。
【００８４】
　非限定例において、以下の「補助目標」のうちのいずれか１つが、「色正確度目標」ま
たは以下のうちの別の補助目標に対して重み付けされ得る。（ｉ）耐性／耐久性、（ｉｉ
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）ジェントルネス／損傷の最小化、（ｉｉｉ）適用範囲／均一性、（ｉｖ）処理の単純さ
（すなわち、必要とされるボウルおよび／または処理ステップの数を最小化すること）。
【００８５】
　後述する図４Ａ～図４Ｂは、毛髪処理目的優先順位付けユーザインターフェース（ＨＴ
ＯＰ　ＵＩ）３１０８を含むシステムの一例を示す。図７Ａ～図７Ｂは、図４Ａまたは図
４Ｂのシステムを使用して実施することができる方法の流れ図である。
【００８６】
　図４Ａ～図４Ｂのシステムは、（ｉ）ユーザが、ＧＵＩ３１０８を介して、可能性のあ
るＨＣＣがそれによって評価される補助目的の特定のスコア付け基準を定義することを可
能にし、（ｉｉ）初期毛髪データ（例えば、毛髪読取り機３１１０を介して取得される）
を分析し、可能性のあるＨＣＣを格付け／スコア付けするための計算エンジン（後述）を
含み、（ｉｉｉ）任意選択的に、分配装置３１３０の複数の異なる容器からカスタマイズ
された材料の混合体を分配するために分配装置３１３０を含み、かつ／または、分配装置
３１３０に動作可能に連結されている。
【００８７】
　ＨＴＯＰ　ＵＩ３０１８は、目標色状態と、予測される処理直後の色状態との間の、処
理直後の予測される類似度以外の目標として定義される、１つまたは複数の「補助目標」
を指定することを可能にする。
【００８８】
　上述したように、着色正確度の「主要な」目標は、１つまたは複数の補助目標と「競合
」および／または少なくとも部分的に相反する場合がある。また、補助目標は、互いに「
競合」および／または少なくとも部分的に相反する場合があり、例えば、第１の補助目標
が、第２の補助目標と「競合」および／または少なくとも部分的に相反する場合がある。
【００８９】
　ＨＣＣ予測エンジンは（例えば、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を介して受信される入力に応
答して）、初期毛髪状態データおよび目標色状態から、ユーザの毛髪の色状態を、初期色
状態から目標色状態へと変換すると予測される、カスタマイズされた毛髪着色組成物を計
算するように構成されている。ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８は、１つまたは複数の補助目的に
対するユーザ指定の重みに従って最適化されたＨＣＣを計算するように、ＨＣＣ予測エン
ジンの動作をカスタマイズすることを可能にする。したがって、ユーザは、処理直後の色
正確度の標準的な目的に対する１つまたは複数の補助目的の相対的な重要性、および／ま
たは、（ｉｉ）第２の補助目的に対する第１の補助目的の相対的な重要性を指定すること
ができる。
【００９０】
　カスタマイズされた（例えば、最適な）着色組成物を計算するとき、または、この組成
物のための成分を（すなわち、複数の異なる容器から）分配するときに、「ハードワイヤ
ード」のメリット／スコア関数のみに依拠する代わりに、本発明の実施形態は、ユーザが
、競合する、かつ／または、「少なくとも部分的に」相反する毛髪着色目標の相対的な重
要性を指定することを可能にするユーザインターフェースを提供する。このユーザインタ
ーフェースによって、メリット／スコア関数が、処理直後の色状態に関して欲張りである
ようにハードワイヤードにされているシステムにおいて可能であるよりも、大きな度合い
のカスタマイズが可能である（例えば、図３参照）。このユーザインターフェースによっ
てまた、ＨＣＣを計算するときに１つまたは複数の補助目標が考慮に入れられるが、それ
らの補助目標の相対的な重要性がユーザによって指定されないシステムにおいて可能であ
るよりも、大きな度合いのカスタマイズが可能である。
【００９１】
　図４Ａ～図４Ｂのシステムは、以下の要素、すなわち、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８、ＨＣ
Ｃ予測エンジン３１４０、毛髪状態回路３１１７、毛髪読取り機３１１０、システムコン
トローラ３１２０、分配決定エンジン３１４１、および分配装置デバイス３１３０のうち
の１つまたは複数（すなわち、いずれかの組合せ）を含むことができる。図４Ａ～図４Ｂ
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の非限定的な実施態様において、システムコントローラ３１２０は、ＨＣＣ予測エンジン
３１４０を含み、かつ／または、ＨＣＣ予測エンジン３１４０に連結されている。
【００９２】
　後述するように、図４Ａ～図４Ｂの非限定的な実施態様において、ＨＣＣ予測エンジン
３１４０は、以下を備える。
（ｉ）その特性が考慮している、可能性のあるまたは候補ＨＣＣソリューションを表すデ
ータを生成するＨＣＣ候補生成エンジン３１５０（例えば、データは、複数の異なるタイ
プの毛髪着色染料の相対量、複数の異なる人工着色剤の濃度、本開示を読んだ後に当業者
に分かる任意の他の表現を記述することができる）。一般的に、ＨＣＣ候補生成エンジン
３１５０は、分析される複数の候補（例えば、少なくとも数千間少なくとも数百万）を記
述するデータを生成する。ＨＣＣ候補生成エンジン３１５０は、無数の可能性から分析さ
れるべき候補ＨＣＣを生成するための組合せ論において知られているまたは組合せ論に関
係する技法を使用することができ、例えば、遺伝的アルゴリズムのような探索技法を利用
することができる。
（ｉｉ）初期毛髪（例えば、読取り機３１１０によって測定される特性を有する）の毛髪
着色処理後の状態（例えば、エンジン３１５０によって生成される候補ＨＣＣのうちの１
つによる処理の後の）の予測を計算することができる処理後状態予測エンジン３１６０。
異なる実施形態において、処理後状態予測エンジン３１６０は、例えば、処理後の損傷状
態、または、毛髪が、処理後洗浄に対して毛髪の色を保持する処理後の能力、処理後の色
均一性、または任意の他の特性などの、補助目的に関係する１つまたは複数の特性の予測
を計算することができる。
（ｉｉｉ）ＨＣＣ候補スコア付けエンジン３１７０、例えば、スコア付けエンジン３１７
０は、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８を介して受信される入力によって構成可能であるか、また
は、カスタマイズすることができる。各候補ＨＣＣは、それぞれの予測される処理後状態
または特性（例えば、エンジン３１６０によって計算される）と関連付けられる。候補Ｈ
ＣＣをスコア付けまたは等級付けするために、候補ＨＣＣの予測される処理後状態または
特性をスコア付けまたは分析することができる。したがって、図５Ａ～図５ＣのＳｃｏｒ
ｅ１について、スコアは、予測される処理直後の色状態と目標状態との間の予測される逸
脱のみに基づく。しかしながら、復号スコアが使用されてもよく、１つの非限定例が、式
１を参照して上記に提示されている。その非限定例において、ユーザは、ＨＴＯＰ　ＵＩ
３１０８を介して、ＨＣＣ候補スコア付けエンジン３１７０の動作を構成するためのα係
数を指定し、このように、ＨＴＯＰ　ＵＩ３１０８は、ＨＣＣ予測エンジン３１４０の動
作を構成することができる。システムコントローラ３１２０および／またはＨＣＣ予測エ
ンジン３１４０は、スコア付けエンジン３１７０によって使用される基準および／または
スコア付けエンジン３１７０の出力に従って、最高のスコアを有するＨＣＣ候補を出力／
選択することができる。
【００９３】
　同じく図４Ａ～図４Ｂに示すように、システムは、以下の要素のうちの１つまたは複数
を備えることができる。
ｉ．可能性のある毛髪着色処理の目標色状態、および／または、少なくとも、可能性のあ
る毛髪着色処理にさらされる前のユーザの毛髪の初期色状態を記述する初期毛髪状態デー
タを記憶するように構成されている毛髪状態回路３１１７。いくつかの実施形態において
、回路３１１７は、１つまたは複数の規則を記憶することができる。異なる実施形態にお
いて、回路３１１７は、揮発性および／または不揮発性コンピュータ可読記憶装置を含む
。
ｉｉ．例えば、毛髪を照明し、毛髪によって反射および／または透過および／または屈折
される光を検出することによって、毛髪から光学データを光学的に取得する毛髪読取り機
３１１０。
ｉｉｉ．光学データと（例えば、ユーザによって所望される目標色調を記述する）毛髪目
標データの両方を受信する、システムコントローラ３１２０（例えば、デジタルコンピュ
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ータを含む）。
ｉｖ．分配決定エンジン３１４１が、分配装置がＨＣＣ予測エンジン３１４０によって計
算／出力されるＨＣＣの相対量において（例えば、応答して）、分配装置３１３０の容器
から材料を分配するように決定および／または命令することができる。その後、分配装置
３１３０の動作を制御する電子コントローラ３１４３が、命令を実行し、材料が、分配装
置３１３０の容器から分配されるようにする。
【００９４】
　分配装置は、毛髪着色組成物のための（例えば、図示されていない混合管への）材料の
分配に進む。これらの材料は、ユーザの毛髪に被着される、カスタマイズされた毛髪着色
組成物を形成するために、自動的にまたは手動で混合することができる。
【００９５】
　様々な例において、毛髪読取り機３１１０は、カメラまたは任意の他の撮像デバイス、
分光計（例えば、「色分散光学装置」を含む）、分光器、ハイパースペクトル撮像デバイ
スのうちのいずれか１つまたは複数（すなわち、任意の組合せ）であってもよく、または
、含んでもよい。異なる例において、反射および／または吸収および／または透過スペク
トルが測定されても良い。色状態データは、これらの機器のいずれかによって取得するこ
とができる。
【００９６】
　図４Ａ～図４Ｂにはまた、表示画面（例えば、コンピュータキオスクまたはデスクトッ
プコンピュータまたはラップトップまたは携帯電話またはタブレットデバイスのもの、そ
うである必要はないがタッチスクリーンであってもよい）を含むことができるユーザイン
ターフェース３１０８（例えば、グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ））も示
されている。ユーザインターフェース３１０８は、ユーザに情報を提示（例えば、表示）
し、ユーザからデータを受信する。いくつかの実施形態において、「目標色状態」または
「毛髪目標データ」も、ユーザインターフェース（３１０８または別のユーザインターフ
ェースのいずれか）を介して受信される。
【００９７】
　図４Ｂに示すように、毛髪読取り機３１１０（または毛髪の特性を測定するための任意
の他のデバイス）を含む必要はない。代替的にまたは付加的に、毛髪の処理前特性を記述
する初期毛髪データは、別の様式で、例えば、ＧＵＩを介して提供されてもよい。
【００９８】
　毛髪着色剤の分配装置３１３０の１つの非限定例が、図１１に示されている。この非限
定例において、複数の容器１８０Ａ～１８０Ｑが、各容器が内部に毛髪着色に関係する異
なるそれぞれの材料を収容するように、分配装置３１３０に係合されている。分配装置３
１３０は、例えば、ポート１８２内に位置する混合管（図示せず）内にこれらの材料の組
合せを分配する。
【００９９】
　一例において、３１４０、３１５０、３１４１、３１４３、３１６０、３１１７および
／または３１７０のうちの１つまたは複数は、揮発性および／または不揮発性メモリ内に
記憶されるソフトウェアとして実装される。
【０１００】
　電子回路または任意の「デジタルコンピュータ」または任意の種類の「エンジン」は、
限定ではないが、フィールドプログラマブル論理アレイ（ＦＰＬＡ）要素、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）要素、および特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
要素を含む、任意の実行可能コードモジュール（すなわち、コンピュータ可読媒体上に記
憶される）ならびに／またはファームウェアおよび／もしくはハードウェア要素を含むこ
とができる。限定ではないが、縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）アーキテクチャ
および／または複数命令セットコンピュータ（ＣＩＳＣ）アーキテクチャを含む、任意の
命令セットアーキテクチャが使用されてもよい。電子回路は、単一のロケーション内に配
置されてもよく、または、複数のロケーションの間で分散されてもよく、この場合、様々
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な回路要素が互いに有線または無線で電子的に通信することができる。
【０１０１】
　図１２Ａ～図１２Ｂは、いくつかの実施形態による毛髪読取り機３１１０の非限定例を
示す。毛髪読取り機３１１０は、ハウジング８０４（例えば、不透明）および窓８０８を
含む。図１２Ｂにおいて、複数のケラチン繊維８１２が、「ｙ」軸に対応する整列軸に沿
って実質的に整列される。
【０１０２】
　図７Ａ～図７Ｂは、例えば、図４Ａまたは図４Ｂのシステムを使用した毛髪着色のため
の技法の非限定例の流れ図である。ステップの順序は例示であり、限定ではないことを、
当業者は理解するであろう。
【０１０３】
　ステップＳ１０１において、ユーザ目標データが受信され、記憶される（例えば、揮発
性および／または不揮発性コンピュータ可読記憶媒体内に）。一般的に、ユーザ目標デー
タは、選択される色調または色に関係し、例えば、ユーザは、自身の毛髪を、選択される
色調または色に着色することを所望する。ステップＳ１０５において、ユーザの毛髪の特
性が、後述するように、例えば、少なくとも、図２もしくは図４に示すもの、または、国
際出願ＰＣＴ／ＩＢ２０１２／０５１３５１号に開示されているもの、もしくは関連する
毛髪読取り機デバイスのような毛髪読取り機デバイス（例えば、少なくとも１つの毛髪反
射値または毛髪反射スペクトル（ａ）を測定するための）を使用して測定される。
【０１０４】
　ステップＳ１１７において、多目的相対重要性データが、例えば、ユーザが図５Ａ～図
５Ｂのスライダを構成することによって、または、任意の他の方法で、毛髪処理目的優先
順位付けユーザインターフェース（ＨＴＯＰ　ＵＩ）３１０８を介して受信される。
【０１０５】
　これによって、ステップＳ９５において、ＨＣＣスコア付けエンジン３１７０が、毛髪
処理目的優先順位付けユーザインターフェースに従って動作するように、例えば、１つの
非限定例においては、スライダを介して受信されるα係数（例えば、式１）を「強制」す
るように、構成される。
【０１０６】
　ステップＳ１０５において受信されるこれらの特性は、ステップＳ１０９において電子
的に分析することができる。図７Ａ～図７Ｂの技法によれば、（ｉ）ユーザの毛髪の初期
処理前状態（例えば、ステップＳ１０５において測定され、ステップＳ１０９において分
析されるものとしての）、および、（ｉｉ）ユーザ目標データに特有の「カスタマイズさ
れた」毛髪処理を計算することが可能である。
【０１０７】
　一般的に「ユーザ目標」または「目標色状態」または「毛髪目標データ」という用語は
、例えば、Ｈｕｎｔｅｒ　Ｌａｂ色空間または任意の他の色空間のような色空間における
値として表現可能な目標色調を含む。目標色調に加えて、ユーザ目標データはまた、例え
ば、「毛幹全体」とは対照的な「毛根のみ」の処理、最大処理時間などの、任意の提案さ
れる毛髪処理の何らかの他の所望の特性をも含むことができる。
【０１０８】
　複数の仮説的または「候補」毛髪処理プロトコルを分析および考慮することができる。
「毛髪処理」は、以下のいずれか１つを指すことができる。（Ａ）毛髪に適用されるべき
毛髪着色組成物の内容（または、連続的にまたは同時に被着することができる２つ以上の
毛髪着色組成物、例えば、染料含有組成物および脱色組成物）、および／または、（Ｂ）
例えば、処理継続時間、処理温度などの他の処理パラメータ。「毛髪処理」の計算または
指定は、少なくとも、毛髪着色組成物（例えば、「多剤」組成物）の１つまたは複数の毛
髪着色剤の絶対的または相対的な量または「負荷」（すなわち、モル単位において、また
は重量として、または体積として、または、当該技術分野において知られている任意の他
の様式で表現される）を指定することを含むことができる。「毛髪着色剤」という用語は
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、一時的、準永続的、半永続的または永続的な毛髪着色のために当該技術分野において使
用される、人工着色剤／染料、酸化剤、アルカリ化薬、または、他の物質を含むことがで
きる。毛髪着色剤は、限定ではないが、液体、ゲル、マウス、クリーム、固体、粉末、タ
ブレット、または当該技術分野において知られている任意の他の形態を含む、任意の相ま
たは形態であってもよい。任意選択的に、「毛髪処理」はまた、処理時間、処理温度、多
段階処理または任意の他の処理パラメータに関係するデータをも含む。例えば、毛髪処理
は、例えば、異なる段階において施与される着色混合物および脱色混合物など、毛髪着色
剤の複数の個別の組合せの生成を伴ってもよい。
【０１０９】
　本開示について、「仮説的」および「候補」という用語は、交換可能に使用され、実現
される場合もあれば、されない場合もある、可能性のある処理を指す。
【０１１０】
　一般的に、各ユーザの毛髪の特定の特性は非常に個別的であり（例えば、ユーザの遺伝
子型、年齢、環境による影響などに基づく）、可能性のある目標色調または色の数もまた
、相対的に大きいものであり得る。初期毛髪特性と目標毛髪特性との可能性のある組合せ
は無数にあるため、可能性のある候補／仮説的毛髪処理プロトコルの数は極めて大きくな
り得、いずれの毛髪処理プロトコルが、毛髪を、毛髪の初期状態から、ステップＳ１０１
において受信される目標データに一致する状態へと変換するために有効である（または最
も有効である）と予測されるかは、常に事前に分かるとは限らない。
【０１１１】
　そのため、初期毛髪の目標色への変換に成功する処理（または２つ以上の仮説的毛髪処
理からなるセット）を識別するために、複数の仮説的毛髪処理を電子的に分析することが
必要であり得る。
【０１１２】
　これは、ステップＳ１１３およびＳ１１７において行われる。したがって、ステップＳ
１１３において、ステップＳ１０５において測定される毛髪特性および特定の候補毛髪処
理について、毛髪のプロトコル後状態が予測される。ステップＳ１１７において、カスタ
マイズされたスコア付けシステムに従って、ＨＣＣがマッチングされる。このプロトコル
後状態がユーザ目標データの指定に一致するか否かを、電子的に（すなわち、特定のスコ
ア付けの結果に従って）決定することができる。
【０１１３】
　「毛髪色処理」という用語は、毛髪への着色剤（例えば、人工着色剤）の導入（すなわ
ち、「着色」）に限定されず、毛髪脱色をも含むことができる。
【０１１４】
　１つの非限定例では、（ｉ）ステップＳ１０５において、１つまたは複数の初期反射ス
ペクトル（ａ）が測定され、（ｉｉ）ステップＳ１１３において、仮説的処理後反射スペ
クトルが、初期反射スペクトルおよび候補毛髪処理プロトコルの仕様から計算され、色値
（例えば、ＬＡＢ値）が、仮説的処理後反射スペクトルから計算され、（ｉｉｉ）ステッ
プＳ１１７において、この初期毛髪仕様および候補プロトコル特有のＬＡＢ値が、ステッ
プＳ１０１において受信されるユーザ目標データと関連付けられるＬＡＢ値と比較される
。
【０１１５】
　異なる実施形態において、反射スペクトル、透過スペクトル、屈折光のスペクトル、お
よび吸収スペクトルを測定することが可能である。
【０１１６】
　ステップＳ１２１において、ユーザ目標データに一致するプロトコルが選択される。任
意選択的に、例えば、２つ以上の候補プロトコルがユーザ目標データに一致する場合、こ
れらの候補プロトコルを分析および／またはスコア付けすることができ、より好ましい一
致する毛髪着色プロトコルを、それに従って選択することができる。
【０１１７】
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　ステップＳ１２５において、選択された毛髪着色プロトコルに従って、複数の毛髪着色
剤について、それぞれの量の毛髪着色剤が各々、ステップＳ１２１において選択される毛
髪着色プロトコルの仕様に従って分配される。
【０１１８】
　毛髪着色剤の分配装置の１つの非限定例が、図１１に示されている。この非限定例にお
いて、異なるそれぞれの毛髪着色剤が、複数の容器１８０Ａ～１８０Ｑの各容器に分配さ
れる。ステップＳ１２１の結果に応答して、少なくとも２つまたは少なくとも３つまたは
少なくとも４つまたは少なくとも５つまたは少なくとも任意の数の毛髪着色剤について、
それぞれの量の各毛髪着色剤が、ポート１９２内に位置する管（図示せず）内に分配され
る。
【０１１９】
　いくつかの実施形態において、分配装置は自動であり、分配される毛髪着色剤の量を調
整するための電子回路を含む。
【０１２０】
　本開示について、何らかの種類の計算的および／または電子的演算（例えば、仮説的毛
髪処理後スペクトル（例えば、反射スペクトル）、または、当該スペクトルから導出され
る色値の予測）の結果による複数の毛髪着色剤の分配は、以下の２つの状況のうちの１つ
または複数を指す。（ｉ）電子回路がそれによって分配デバイスを自動的に制御する状況
（当業者は、参照により本明細書に組み込まれる国際出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１２／０５
１３５１号を参照されたい）、および／または、それによって電子的予測から計算される
毛髪着色指示が、人間のユーザに（例えば、コンピュータ画面を介して視覚的に、または
、任意の他の様式で）通信される状況。毛髪着色指示は、毛髪着色剤の相対量に関係し得
、人間のユーザは、命令に従って、例えば、コンピュータによって与えられる指示によっ
て指定される量に従って、毛髪着色剤を分配する。化学剤の容器は、任意のフォームファ
クタ（例えば、剛性の容器、チューブなど）を有してもよく、図２に示すように分配装置
デバイスに取り付けられてもよく、または、「自由」または取り付けられていない容器で
あってもよい。
【０１２１】
　これらの薬剤が管内へと分配されると、任意選択的に、管（図示せず）の内容物を毛髪
着色混合物に変換するための１つまたは複数のステップが実施されてもよく、毛髪着色混
合物はその後、毛髪を着色するためにユーザの毛髪に被着することができる。
【０１２２】
　本開示について、「入力ケラチン繊維」および「初期毛髪」という用語は、交換可能に
使用され、これらは両方とも、１つまたは複数の仮説的毛髪処理の最終状態を予測する目
的のために、１つまたは複数の測定（例えば、例として毛髪反射スペクトル（ａ）を測定
するための光学測定および／または反射測定）にさらされるケラチン繊維（例えば、毛髪
）を指す。
【０１２３】
　すべての実施形態において図７Ａ～図７Ｂのすべてのステップが必要とされるとは限ら
ず、図７Ａ～図７Ｂのステップの順序は限定ではなく、ステップは異なる順序で実施され
てもよく、追加のステップが実施されてもよく、１つまたは複数のステップが修正されて
もよいことを、当業者は諒解するであろう。
【０１２４】
　以下の文献が、参照により本明細書に組み込まれる。２０１４年９月２８日付で提出さ
れた国際出願第ＰＣＴ／ＩＬ２０１４／０５０８５０号、および、２０１５年４月２７日
付で提出された国際出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／０５３０６５号。
【０１２５】
定義
　便宜上、本明細書における記載の文脈において、様々な用語がここで提示される。本出
願のこの部分または他の箇所において明示的にまたは黙示的に定義が与えられる範囲にお
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いて、そのような定義は、当業者による定義された用語の使用と一致するものとして理解
される。さらに、そのような定義は、そのような使用と一致する可能な最も広い意味にお
いて解釈されるべきである。
【０１２６】
　「光検出器」または「検出器」は、例えば、画像センサとして、かつ／または、受光器
の１Ｄもしくは２Ｄアレイにおいて構成されている１つまたは複数の受光器を指す。別の
例において、受光器の１Ｄまたは２Ｄ「開始」アレイと等価な走査受光器装置が使用され
る。光検出器において光が画像平面内に収束するとき、光検出器の受光器は、画像平面内
にある。
【０１２７】
　「色彩付与剤」という用語は、毛髪着色剤（例えば、永続的な毛髪着色のための）はそ
の成分を指す。
【０１２８】
　「実質的な大部分」は、少なくとも７５％を意味する。いくつかの実施形態において、
「実質的な大部分」は、少なくとも９０％または少なくとも９５％または少なくとも９９
％である。別途指定されない限り、「大部分」は「少なくとも大部分」を意味する。別途
指定されない限り、「少なくとも大部分」は、いくつかの実施形態において、「大部分」
が少なくとも実質的な大部分、すなわち、少なくとも７５％または少なくとも９０％また
は少なくとも９５％または少なくとも９９％であることを意味する。
【０１２９】
　「毛髪着色処理」は、毛幹の色を変更する何らかの処理である。毛髪着色処理の例は、
毛髪染色処理（例えば、人工着色剤に基づく）および脱色である。毛髪染色処理の例は、
一時的な、半永続的な、準永続的なまたは永続的な毛髪染色（例えば、酸化的毛髪染色）
である。
【０１３０】
　「初期スペクトル」は、毛髪処理の前のスペクトルに関する。
【０１３１】
　「毛髪不均質性パラメータ」としても参照される「毛幹間不均質性毛髪パラメータ」は
、個々の毛幹の間の色特性変動（またはその欠如）に関する。「毛髪不均質性パラメータ
」の一例は、毛髪サンプルが「天然の白髪」または「元は天然灰色だった毛髪」または「
白髪でも元は天然灰色だった毛髪でもない毛髪」であるという情報である。毛髪不均質性
パラメータの別の例は、特定の毛髪サンプルが２５％黒色毛髪（すなわち、特定の黒色の
色調）と７５％白色毛髪との混合体であるという事実である。
【０１３２】
　本開示について、「毛幹」という用語は個々の毛髪を指し、個々の毛髪の「毛幹部分」
（すなわち、毛根部分から離れている）には限定されない。
【０１３３】
　毛髪に対する「損傷」（または「毛髪損傷」）は、（ｉ）毛髪の数学的構造もしくは特
性および／または（ｉｉ）毛髪内の天然分子の化学的状態を不可逆的に変化させるものを
指す。毛髪の「天然分子」は、天然色素（例えば、メラニン種）、および、毛髪に当該分
子の構造を与える毛髪のタンパク質（例えば、ケラチンのような繊維構造タンパク質）で
ある。天然分子の「化学的状態」は、毛髪内の当該分子の濃度または当該分子の分子構造
に関する。したがって、「天然分子の化学的状態」の不可逆的変化の例は、（ｉ）天然色
素（例えば、メラニン種）の濃度が不可逆的に低減すること、および、（ｉｉ）例えば、
タンパク質の変性によって分子構造が不可逆的に変化することを含む。
【０１３４】
　「損傷状態」は、毛髪の以前の損傷を反映した毛髪の状態を指す。
【０１３５】
　毛髪の「損傷」の原因は、限定ではないが、ＵＶ光への暴露、毛髪の加熱（例えば、以
前の毛髪着色プロセスの間の）、毛髪の乾燥条件への暴露、機械的損傷（結ぶなど）、毛
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髪の化学物質（塩素など）への暴露、および、毛髪をカール処理にさらすことを含む。
【０１３６】
　本開示について、毛髪内の「人工着色剤」の濃度は、天然分子の化学的状態または毛髪
の機械的状態に関係しないため、「損傷状態」に関係しないものとして定義される。しか
しながら、人工着色剤によって毛髪を染色することは、一定量の「副次的損傷」を引き起
こす場合がある。
【０１３７】
　「色彩付与剤」という用語は、毛髪着色剤（例えば、永続的な毛髪着色のための）はそ
の成分を指す。
【０１３８】
　「毛髪着色処理」は、毛幹の色を変更する何らかの処理である。毛髪着色処理の例は、
毛髪染色処理（例えば、人工着色剤に基づく）および脱色である。毛髪染色処理の例は、
一時的な、半永続的な、準永続的なまたは永続的な毛髪染色（例えば、酸化的毛髪染色）
である。
【０１３９】
　「ユーザ目標」という用語は一般的に、例えば、Ｈｕｎｔｅｒ　Ｌａｂ色空間または任
意の他の色空間のような色空間における値として表現可能な目標色調を含む。目標色調に
加えて、ユーザ目標データはまた、例えば、「毛幹全体」とは対照的な「毛根のみ」の処
理、最大処理時間などの、任意の提案される毛髪処理の何らかの他の所望の特性をも含む
ことができる。
【０１４０】
　複数の仮説的または「候補」毛髪処理プロトコルを分析および考慮することができる。
「毛髪処理」は、以下のいずれか１つを指すことができる。（Ａ）毛髪に適用されるべき
毛髪着色組成物の内容（または、連続的にまたは同時に被着することができる２つ以上の
毛髪着色組成物、例えば、染料含有組成物および脱色組成物）、および／または、（Ｂ）
例えば、処理継続時間、処理温度などの他の処理パラメータ。「毛髪処理」の計算または
指定は、少なくとも、毛髪着色組成物（例えば、「多剤」組成物）の１つまたは複数の毛
髪着色剤の絶対的または相対的な量または「負荷」（すなわち、モル単位において、また
は重量として、または体積として、または、当該技術分野において知られている任意の他
の様式で表現される）を指定することを含むことができる。「毛髪着色剤」という用語は
、一時的、準永続的、半永続的または永続的な毛髪着色のために当該技術分野において使
用される、人工着色剤／染料、酸化剤、アルカリ化薬、または、他の物質を含むことがで
きる。毛髪着色剤は、限定ではないが、液体、ゲル、マウス、クリーム、固体、粉末、タ
ブレット、または当該技術分野において知られている任意の他の形態を含む、任意の相ま
たは形態であってもよい。任意選択的に、「毛髪処理」はまた、処理時間、処理温度、多
段階処理または任意の他の処理パラメータに関係するデータをも含む。例えば、毛髪処理
は、例えば、異なる段階において施与される着色混合物および脱色混合物など、毛髪着色
剤の複数の個別の組合せの生成を伴ってもよい。
【０１４１】
　本開示について、「仮説的」および「候補」という用語は、交換可能に使用され、実現
される場合もあれば、されない場合もある、可能性のある処理を指す。
【０１４２】
　「コンピュータ記憶装置」は、コンピュータ可読記憶装置を指し、揮発性（例えば、Ｒ
ＡＭ）および／または不揮発性（例えば、フラッシュメモリ、磁気媒体、光媒体）メモリ
の任意の組合せであってもよい。
【０１４３】
　毛髪の処理「直」後の状態（例えば、色状態）は、例えば、毛髪を毛髪着色組成物によ
って処理することによって、毛髪を毛髪着色処理にさらした後の、毛髪の予測される（す
なわち、デジタルコンピュータ／電子回路／予測エンジン３１６によって計算される）状
態である。
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【０１４４】
図１５の追加の論述
　図１５は、毛髪着色処理による、毛髪の初期色状態から目標色状態（例えば、ユーザ指
定の）への変換を示す。この変換は、Ｎ次元色超空間内の座標の「変化」の観点から記述
することができ、Ｎは２以上に等しい任意の正の整数であり、例えば、Ｎ＝３である。
【０１４５】
　近くで見たときに、ユーザの初期毛髪は、異なる色の毛幹を含み得、例えば、ユーザの
毛髪のサンプルは、例えば、天然の白髪など、色に関して不均質であり得ることが諒解さ
れる。したがって、初期色状態は、毛幹の混合体の「代表的な」色状態であり得る。同様
に、毛髪着色処理後、すべての毛幹が同じ色を有する必要はなく、処理後の色状態（すな
わち、「目標色状態」と同一であるか、または、近似することが所望される）もまた、毛
幹の混合体の「代表的な」色状態を指し得る。
【０１４６】
　目標色状態は、色座標（例えば、ＬＡＢ座標）の観点から表現することができる。すべ
ての毛髪着色処理が、ユーザの毛髪を初期色状態から意図される目標色状態へと正確に変
換するのに成功するとは限らず、結果は代わりに目標色状態の「近似」である場合がある
ことが諒解される。したがって、本発明の実施形態は、毛髪の色状態を初期色状態から最
終色状態へとまたは最終色状態「に向けて」（例えば、最終色状態に実質的に同一である
が、必ずしも正確に同一であるとは限らない色状態に）変換することに関する。したがっ
て、毛髪着色処理後、（ｉ）毛髪は処理後の色状態に変換され、（ｉｉ）最終色状態と初
期色状態との間の色の差（例えば、色長空間内の差として表現される）は、最終色状態と
処理後の色状態との間の差よりも大きい（例えば、大幅に大きい）。
【０１４７】
　いくつかの実施形態において、デジタルコンピュータが、毛髪着色処理の結果を予測す
ることができる。結果は、処理後の色状態（例えば、毛髪着色処理の直後であり、毛髪が
洗浄にさらされる前の）を含む。一般的に、複数の毛髪着色処理または毛髪着色組成物が
存在する場合、各処理（または組成物）が、処理後の「色状態」、および、任意選択的に
、他の処理後の状態情報を含む、毛髪のそれぞれの予測される処理後（例えば処理直後）
の状態と関連付けられ、その予測をデジタルコンピュータによって計算することができ、
例えば、処理後の損傷状態を予測することができる。
【０１４８】
　例えば、いくつかの「候補処理プロトコル」および／または「候補毛髪処理ソリューシ
ョン」を計算することが可能である。一例において、分配装置の容器１８０の少なくとも
いくつかの各々は、酸化的毛髪着色のための異なるそれぞれのタイプの固形タブレットを
収容する。例えば、２０１２年３月２１日付で提出された国際出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１
２／０５１３５１号（参照によりその全体が本明細書に組み込まれる）、および、２０１
４年９月２８日付で提出された国際出願第ＰＣＴ／ＩＬ２０１４／０５０８５０号（参照
によりその全体が本明細書に組み込まれる）を参照されたい。この例において、複数の候
補ソリューションの各候補ソリューションは、各容器から分配されるいくつかのタブレッ
トと関連付けられる。
【０１４９】
　例えば、（ｉ）第１の候補ソリューションは、容器１８０Ａからのｘ１

Ａ個のタブレッ
ト、容器１８０Ｂからのｘ１

Ｂ個のタブレット、容器１８０Ｃからのｘ１
Ｃ個のタブレッ

トなどの分配を必要とし、（ｉｉ）第２の候補ソリューションは、容器１８０Ａからのｘ
２

Ａ個のタブレット、容器１８０Ｂからのｘ２
Ｂ個のタブレット、容器１８０Ｃからのｘ

２
Ｃ個のタブレットなどの分配を必要とし、（ｉｉｉ）第３の候補ソリューションは、容

器１８０Ａからのｘ３
Ａ個のタブレット、容器１８０Ｂからのｘ３

Ｂ個のタブレット、容
器１８０Ｃからのｘ３

Ｃ個のタブレットなどの分配を必要とし、（ｉｖ）追加の候補ソリ
ューションについて、以下同様である。
【０１５０】
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　図６Ａに提示する４つの候補毛髪着色組成物の「処理直後の色状態の正確度」のみに基
づくこの「純粋な」スコア付けシステム（図５Ａおよび図６Ａ参照）に従って、最高のス
コアがｃａｎｄ２に割り当てられ、次に高いスコアがｃａｎｄ１に割り当てられ、次に高
いスコアがｃａｎｄ４に割り当てられ、次に高い（最低の）スコアがｃａｎｄ３に割り当
てられる。
【０１５１】
　本発明の実施形態は、（処理直後の色状態の正確度の単一の考慮事項に基づく「純粋な
」スコア付システムの代わりに）複数の目的に基づくメリット／スコア付けシステムに従
って毛髪着色組成物（または関連付けられる処理）を計算することに関する。他の場所で
論じられるように、いくつかの実施形態において、（例えば、ステップＳ１１７において
またはエンジン３１７０によって）候補毛髪着色組成物（または処理）が各々評価される
メリット／スコア関数は、ユーザインターフェース３１０８を介してユーザが構成可能で
ある。
【０１５２】
「耐久性」の予測－図８Ａ～図８Ｃの論述
　図８Ａは、「第１の人工着色剤」について、洗浄／減衰曲線を示しており、「０」回の
洗浄が、第１の人工着色剤の処理直後の濃度を示している。実線の曲線は、損傷を受けて
いないまたは「通常」の毛髪に関し、一方、破線の曲線は、損傷を受けた毛髪に関する。
「減衰」という用語は、各洗浄について、一定量の着色剤が毛髪から除去される場合があ
り、濃度が低減しているという事実に関する。洗浄の関数としての減衰は、損傷を受けた
毛髪と損傷を受けていない毛髪とについて異なる。図８Ａは、人工着色剤「Ａ」に関し、
図８Ｂは、人工着色剤「Ｂ」に関する。図８Ａ～図８Ｂを精査すると、減衰の速度は異な
る着色剤について異なり、毛髪の異なる損傷状態について異なることが示される。
【０１５３】
　当該技術分野において知られているように（例えば、参照により組み込まれる、２０１
２年３月２１日付で提出された国際出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１２／０５１３５１号を参照
されたい）、毛髪が複数の人工着色剤によって着色されるとき、（ｉ）各人工着色剤の濃
度を予測し、（ｉｉ）濃度を色状態に変換することによって、処理後の色状態を予測する
ことが可能である。ちょうど毛髪の処理直後の（すなわち、「ゼロ」回の処理後洗浄の後
の）状態を予測することが可能であるように、図８Ａ～図８Ｂのものと同様の減衰曲線を
使用して、特定回数の洗浄後の毛髪の処理後状態を予測することが可能である。一例が図
８Ｃに示されており、毛髪着色処理（例えば、「候補」組成物による）後の初期毛髪の予
測される色状態が示されている。点５２２Ａ、５２２Ｂ、および５２２Ｃは、それぞれ、
（ｉ）５２２Ａは毛髪着色処理の直後の（すなわち、「ゼロ」回の後続する洗浄後の）、
（ｉｉ）５２２Ｂは、「５」回の後続する洗浄後の、および、（ｉｉｉ）５２２Ｃは、「
１０」回の後続する洗浄後の、毛髪の色状態を記述する、色超空間内の点である。
【０１５４】
　人工着色剤のセットについて、各毛髪着色組成物は、各人工着色剤の異なる相対濃度に
よって特徴付けられる。しかしながら、ちょうど毛髪の処理直後の色状態を計算すること
が可能であるように、毛髪の処理後および洗浄後の色状態を計算することも可能である。
ちょうど「処理直後の色状態の正確度」（「着色正確度」として参照される）に基づいて
候補毛髪着色組成物または処理をスコア付けすることが可能であるように、たとえ洗浄後
であっても目標状態に相対的に「近い」色状態を保持する処理直後の毛髪の予測される能
力、すなわち、洗浄に関する処理後の色状態と「目標」色との間の「近さ」の「耐性」に
基づいて、候補毛髪着色組成物または処理をスコア付けすることも可能である。
【０１５５】
　最良の「処理直後の」色正確度を達成する候補毛髪着色組成物が、必ずしも、結果とし
ての処理後の毛髪が経時的に／処理後洗浄にわたって目標状態に「近密に類似する」色状
態を保持する組成物であるとは限らない。そのため、（ｉ）処理直後の毛髪の着色正確度
、および、（ｉｉ）後続の処理後洗浄に対する「耐久性」または「耐性」がある色状態を
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達成するという色処理目的／目標は、互いに競合し、または、「互いに部分的に相反する
」可能性がある。
【０１５６】
　図８Ｃは、洗浄後の２つの処理後の候補の色空間における「動き」を示す。処理直後の
正確度について、点５２２Ａは点５２３Ｂよりも目標に近いため、ＨＣＣ　ｃａｎｄ２は
、ＨＣＣ　ｃａｎｄ１よりも優れている。しかしながら、１０回の洗浄後、状況は逆転す
る。すなわち、５２３Ｃが５２３Ｂよりも目標に近いため、ＨＣＣ　ｃａｎｄ１が優れて
いる。
【０１５７】
「毛髪着色均一性」の予測－図９Ａ～図９Ｆの論述
　近くで見たときに、ユーザの初期毛髪は、異なる色の毛幹を含み得、例えば、ユーザの
毛髪のサンプルは、例えば、天然の白髪など、色に関して不均質であり得ることが諒解さ
れる。したがって、初期色状態は、毛幹の混合体の「代表的な」色状態であり得る。同様
に、毛髪着色処理後、すべての毛幹が同じ色を有する必要はなく、処理後の色状態（すな
わち、「目標色状態」と同一であるか、または、近似することが所望される）もまた、毛
幹の混合体の「代表的な」色状態を指し得る。
【０１５８】
　適用範囲／均一性－上述したように、ある毛髪（すなわち、天然の白髪、ただし、天然
の白髪だけではない）は、複数の色タイプの毛幹、すなわち、（ｉ）天然色素含有毛幹（
例えば、黒色毛幹または赤色毛幹またはブロンドの毛幹または茶色毛幹または他の天然色
素含有毛幹のような、メラニン含有毛幹）および（ｉｉ）実質的にメラニンを含有しない
天然白色毛幹の混合体である。そのような毛髪が毛髪着色処理にさらされると、天然色素
含有毛幹の処理後の色状態は、天然白色毛幹のものとは異なり得る。各タイプの毛幹のそ
れぞれの処理後の色状態を計算するための技法を開示している、参照により本明細書に組
み込まれる２０１５年３月２５日付で提出された国際出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／００
０７２４号を参照されたい。異なるタイプの毛幹の間の色の（予測される）逸脱が大きく
なるほど、（予測される）「適用範囲／均一性」は低くなり、異なるタイプの毛幹の間の
（予測される）逸脱が小さくなるほど、（予測される）「適用範囲／均一性」は高くなる
。
【０１５９】
　図９Ａは、毛幹の色不均質混合体の一例を示しており、全体としての混合体の最終色状
態のみを予測する代わりに、それぞれ第１の（例えば、色素含有）初期毛髪および第２の
（例えば、天然の重量）初期毛髪についての第１の予測される処理後の色状態および第２
の予測される処理後の色状態を計算することが可能である。当業者は、国際出願第ＰＣＴ
／ＩＢ２０１５／０００７２４号を参照されたい。これらの予測される処理後の色状態が
計算されると、候補毛髪着色処理の均一性／適用範囲を特徴付けるために、それらの間の
「色の差」（例えば、色超空間における距離）を計算することが可能である。
【０１６０】
　図９Ｂは、毛幹の混合体を候補色処理、または、候補毛髪組成物による処理にさらした
後の、毛幹の色不均質混合体の予測される色状態に関係する色状態超空間（例えば、ＬＡ
Ｂ空間）内の点を示す。特に、図９Ｂは、色状態超空間内の以下の点を示す。（ｉ）毛髪
着色組成物ｃａｎｄ２による候補毛髪着色処理後の「第１のタイプ」の毛幹の予測される
（例えば、予測エンジンによって計算されるものとしての）色状態５２４Ｂ、（ｉｉ）毛
髪着色組成物ｃａｎｄ２による候補毛髪着色処理後の「第２のタイプ」の毛幹の予測され
る（例えば、予測エンジンによって計算されるものとしての）色状態５２４Ｃ、（ｉｉｉ
）加重平均（すなわち、例えば、天然色素を含有するものおよび天然白色のものなど、第
１のタイプおよび第２のタイプの毛幹の相対量によって重み付けされる）であり得る、毛
髪着色組成物ｃａｎｄ２による候補毛髪着色処理後の毛髪の毛幹の色不均質混合体の予測
される（例えば、予測エンジンによって計算されるものとしての）「全体的な」混合平均
色状態５２４Ａ。
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【０１６１】
　点５２４Ｂと５２４Ｃとの間（または、５２４Ａと５２４Ｂとの間、もしくは、５２４
Ａと５２４Ｃとの間）の距離が大きくなるほど、「均一性」または適用範囲は低くなる。
逆に、点５２４Ｂと５２４Ｃとの間（または、５２４Ａと５２４Ｂとの間、もしくは、５
２４Ａと５２４Ｃとの間）の距離が大きくなるほど、「均一性」または適用範囲は低くな
る。
【０１６２】
　目標が「色正確度」および「耐久性」である状況と同様に、着色正確度および適用範囲
／均一性の目標は、競合する目標であり得る。また、「耐久性」および「適用範囲／均一
性」の目標もまた、競合する目標であり得る。
【０１６３】
　図９Ｃ～図９Ｄの例において、ＨＣＣ　ｃａｎｄ１が、色に関して不均質である初期毛
髪について分析される。図９Ｅ～図９Ｆの例において、ＨＣＣ　ｃａｎｄ２が、色に関し
て不均質である初期毛髪について分析される。
【０１６４】
　本開示について、処理直後の色状態は、別途指定されない限り、一タイプの構成毛幹（
例えば、毛幹色について色が不均質である毛髪、例えば、天然の白髪の）ではなく、毛髪
を全体として代表する状態を表す。
【０１６５】
　図９Ｃおよび図９Ｅの例において、「ｘ」は、図９Ｃにおいて、図９Ｅよりも目標に近
い処理直後の色状態を表し、ＨＣＣ　ｃａｎｄ１が、ＨＣＣ　ｃａｎｄ２よりも良好な処
理直後の正確度を有すると予測されることを示している。
【０１６６】
　しかしながら、距離Ｄ１が距離Ｄ２よりも小さい図９Ｄおよび図９Ｆから観察されるよ
うに、ＨＣＣ　ｃａｎｄ２の予測される色均一性の方が、より良好である。
【０１６７】
ジェントルネス／損傷の論述
　いくつかの実施形態において、予測される処理後の損傷状態を最小限に抑え、かつ／ま
たは、予測される処理後の損傷状態が最大閾値を超えないことを保証する毛髪着色処理を
提供することが望ましい。この目的に向けて、毛髪の初期損傷を測定することが有用であ
る。毛髪の予測される処理後の損傷状態は、（ｉ）毛髪の初期損傷状態、および、（ｉｉ
）毛髪着色処理によって毛髪に負わされる、予測される損傷（例えば、これは、酸化剤（
例えば、過酸化物）および／またはアルカリ化薬（例えば、アンモニア）の濃度および／
または他の要因に依存し得る）の関数である。
【０１６８】
　毛髪の初期損傷状態を測定するための技法は、２０１５年４月２７日付で提出された国
際出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／０５３０６５号に記載されている。図１３Ａ～図１３Ｂ
および図１４Ａ～図１４Ｂも参照されたい。整列した毛幹に２つの測定（例えば、図１３
Ａ～図１３Ｂおよび図１４Ａ～図１４Ｂに示す構成における）を受けさせ、異なる方向（
例えば、図１３Ａの方向１０２０Ａおよび１０２０Ｂまたは図１３Ｂの方向１０２０Ｃお
よび１０２０Ｄ）からの光ビームによって照明される整列した毛幹によって散乱される光
の強度を比較することが可能であり、例えば、散乱光の強度が同様である場合、これは、
損傷状態がより大きいことを示し得る。
【０１６９】
　図８Ａ～図８Ｂの曲線から明らかであるように、初期毛髪損傷の測定はまた、「耐久性
」の予測にも有用であり得る。
【０１７０】
図１０Ａ～図１０Ｃの論述
　図１０Ａ～図１０Ｃは、ジェントルネスに有用な関連する方法を示し、これらの方法は
また、追加の補助目的にも有用であり得る。いくつかの実施形態、すなわち、ユーザによ
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って（すなわち、ユーザインターフェースを介して）提供される多目的相対重要性データ
（例えば、耐久性対色正確度、色対損傷、均一性対色正確度、均一性対耐久性など、また
は、任意の組合せの相対重要性）による実施形態（ステップＳ２０９参照）において、ソ
リューションが利用可能でないことが決定され得、ユーザ指定の多目的相対重要性データ
（例えば図９Ａ～図９Ｂのスライダによって提供される）によれば、すなわち、ステップ
Ｓ２０９において、「利用可能」なソリューションはあり得ず、これは、一般的に、また
は、分配装置の容器内に存在する材料によることを意味する。この状況において、ユーザ
に代替的なソリューションを提示することができ（ステップＳ２３１）（例えば、各代替
的なソリューションの少なくともいくつかの態様、例えば、毛髪の予測される処理直後の
色の記述）、任意選択的にステップＳ２３５において、入力を請求することができる。
【０１７１】
　材料を分配することによって、カスタマイズされた毛髪着色組成物を調製するためのシ
ステムであって、システムは、可能性のある毛髪着色処理についての目標色状態、および
、少なくとも、可能性のある毛髪着色処理にさらされる前のユーザの毛髪の初期色状態を
記述する初期毛髪状態データを記憶するように構成されている毛髪状態回路であり、毛髪
状態回路は、（例えば、任意の揮発性または不揮発性記憶装置／メモリ内に記憶される）
補助目的の達成を記述する補助目的規則を記憶するようにさらに構成されている、毛髪状
態回路と、初期毛髪状態データおよび目標色状態から、ユーザの毛髪の色状態を、初期色
状態から目標色状態へと変換すると予測される、カスタマイズされた毛髪着色組成物を計
算するように構成されている毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予測エンジンと、計算されている
ＨＣＣに関するまたは目標色状態に関する推奨を提示するための推奨提示ユーザインター
フェースＲＰ　ＵＩを備えるＨＣＣユーザインターフェース（ＨＣＣ　ＵＩ）とを備え、
ＨＣＣ予測エンジンは、補助目的規則に違反することなく色状態を目標色状態へと変換す
ると予測される補助目的規則に準拠するＨＣＣの存在を決定し（例えば、図１０Ｂ～図１
０ＣのステップＳ２０９参照）、補助目的規則に準拠するＨＣＣが存在しないと計算され
る場合、毛髪着色組成物（ＨＣＣ）予測エンジンは、予測される処理直後の色状態の正確
度と引き換えに、補助目的規則に準拠すると予測される代替的なＨＣＣを計算し、補助目
的規則に準拠するＨＣＣが存在しないと計算される場合（例えば、Ｓ２０９から出る分岐
がないことを参照されたい）、ＲＰ　ＵＩは、存在しないことが計算されたことを告知す
ること（例えば、Ｓ２３１参照）および／または補助目的規則に準拠する代替的なＨＣＣ
を提示することによって応答する、システム。
【０１７２】
　いくつかの実施形態において、さらに、異なる材料がそれぞれ各容器内に分配される、
複数の容器を有する分配装置デバイスをさらに備え、分配装置デバイスは、それぞれ、毛
髪着色組成物（ＨＣＣ）予測エンジンによって実施される計算に応答して、かつ、計算に
従って、各容器から異なる量の材料を分配するように構成されている。
【０１７３】
　いくつかの実施形態において、そのような補助目的規則に準拠するＨＣＣが存在する場
合、システムは、以下のうちの少なくとも１つを実施することによって応答する。ｉ．Ｈ
ＣＣ　ＵＩが、補助目的規則に準拠するＨＣＣの存在を告知することによって応答する。
および、ｉｉ．分配装置デバイスが、補助目的規則に準拠するＨＣＣについて、ＨＣＣ予
測エンジンによって決定される相対量において、容器から材料を分配する。
【０１７４】
　いくつかの実施形態において、補助目的規則は、毛髪の予測される毛髪着色処理後の損
傷の量を制限する最大損傷規則である。
【０１７５】
　いくつかの実施形態において、補助目的規則は、着色後洗浄に対する予測される色保持
を要求する、洗浄耐性規則である。
【０１７６】
　いくつかの実施形態において、補助目的規則は、初期着色前毛髪の複数の異なる色の毛
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【０１７７】
　本出願の明細書および特許請求の範囲において、動詞「備える」、「含む」および「有
する」の各々、ならびにそれらの活用は、動詞の１つまたは複数の目的語が、必ずしも、
動詞の１つまたは複数の対象物の部材、構成要素、要素または部分の完全な列挙ではない
ことを示すために使用される。
【０１７８】
　本明細書において引用されているすべての引用文献は、参照によりそれらの全体が組み
込まれる。引用文献の引用は、引用文献が従来技術であることの承認を構成しない。
【０１７９】
　冠詞「ａ」および「ａｎ」は、本明細書において、冠詞の文法的な対象の１つまたは２
つ以上（すなわち、少なくとも１つ）を参照するために使用される。例として、「要素（
ａｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）」は、１つの要素または２つ以上の要素を意味する。
【０１８０】
　「～を含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」という用語は、本明細書において、「～を含むが
、限定ではない」という語句を意味するために使用され、当該語句と交換可能に使用され
る。
【０１８１】
　「または」という用語は、本明細書において、文脈が明確に別様に指示しない限り、「
および／または」という用語を意味するために使用され、当該用語と交換可能に使用され
る。
【０１８２】
　「～のような（ｓｕｃｈ　ａｓ）」という用語は、本明細書において、「限定ではない
が、～のような」という語句を意味するために使用され、当該語句と交換可能に使用され
る。
【０１８３】
　上記の例示的な実施形態をこのように説明してきたが、添付の特許請求項の範囲および
精神から逸脱することなく、実施形態の様々な均等物、変更、修正、および改善が可能で
あることは当業者には明らかであろう。特に、異なる実施形態は、本明細書において記載
されている以外の特徴の組合せを含むことができる。したがって、特許請求の範囲は、上
記の論述に限定されない。
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